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序 文

近年，わが町においても特殊農地保全整備事業など

の土地開発が計画実施されるに当り，埋蔵文化財にか

かわる調査も実施されております。

我々祖先の残した貴重な文化財は，子孫へと継承す

るのが我々の責務かと思いますが，開発と現状保存と

の調整には候度があります。そこで，事業実施前に埋

蔵文化財の確認調査を実施し，できるだけ現状保存に

努め，その保存が不可能なものは記録保存として残さ

なければなりません。

今回，県営特殊農地保全整備事業に伴う別府(石踊)

遺跡の発堀調査を国・県の補助事業として，昆児島県

教育委員会文化課の御協力で，志布志町教育委員会が

事業主体となって行ったもので、す。

ここに，調査の報告書を刊行するにあたり，今後

広く文化財に関心を寄せられ文化財保護に，ご協力を

お腹自い致します。

おわりに，発堀調査から報告書の刊行までご協力を

いただきました鹿児島県教育委員会文化課の先生方々，

ご協力をいただいた関係者の方々に深甚の謝意を表わ

す次第であります。

昭和 53年8月

志布志町教育長 北迫 茂
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例 宅号
昌

1. 本書は，県営特殊農地保全整備事業(別府地区)に伴い

鹿児島県曽於郡志布志町教育委員会が行った別府(石踊)

遺跡の発掘調査報告書であるO

2. 報告書作成にあたり，遺物について県文化財審議会委員

河口貞徳、氏・加治木工業高校教諭池水寛治氏・高山高校

教諭平川欽哉氏・鹿屋高校教諭小倉順氏の教示と助言を

得た。

s 航空写真及び地形図は，志布志町所有を使用した。

4. 調査の組織は，調査の経過の中で記した。

5. 本蕎に用いたレベル数値は，海抜絶対高である。

6. 本書の遺物の実測図・写真等は，立神・中村が分担して

行った。

7. 本書の執筆及び編集は，立神・中村が担当しTこ。
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第 1章遺跡の環境

第 1節位置と環境

別府(石踊)遺跡は鹿児島県曽於郡志布志町字帖石踊に位置している。志布志町は鹿児島県

の最東部，曽於郡の東南部にあり，県庁所在地のある鹿児島市より東南約 88.2キロメートルの

国道 220号線沿いにある。別府(石踊)遺跡は志布志町役場から，さらに北東方向に約1.2キロ

メートルの地点にあり，通称石踊台地に所在する。

男IJ府(石踊〉遺跡の位置する鹿児島県東部の地形を大きく見ると北部から東部にかけて日南

山地，西部は高隈山地，商西部は肝属山地，南部は志布志湾とに取り固まれている。日南山地

の主要部は宮崎県との県境付近に分布する山地で，福島川，安楽川なとeの水源にあたり，中岳

山地，宮田山山地，霧岳山地，悶之浦山地，御在所岳山地，笠抵山地などの中起伏山地により

構成されているO 高隈山地は大箆柄岳 (1236m)を最高峰とし大起伏山地が中心を示め，

その周聞を中起伏山地がとり閤んでおり，南部は次第に小起伏山地となっている。その高隈山

地との間に広大な面積を占めるシラス台地は，平行して流れる肝属JII，串良川，持留川，田原

川，菱田)11，安楽川，前川などを中心とする大小河川の活発な侵食活動により急斜面あるいは

崖によって大小幾多の狭長な独立台地に分断されている。そのうち主なものを西から東へ挙げ

れば笠野原台地，永吉台地，大崎台地，中沖台地，有明台地，志布志台地となっている。これ

らの台地は厚いシラス堆積層の上に砂礁または砂層，さらにローム層，赤掲色火山灰層および

黒色火山灰層が覆っている。志布志湾岸は肝属川の河口から前川の河口までの約 16キロメート

ルにわたり砂丘が発達しており，その幅は約 1キロメートルで，新旧四期の砂丘から構成され

ているといわれ期-1期の砂丘には植林がなされ，耕地や集落を形成している個所もみら

れる。また志布志湾内には枇榔島があり，亜熱帯性植物群落などの植生が知られる(註 1)。

別府(石踊)遺跡の周辺の地形を概観すると北部から西部にかけては，安楽川と前川とには

さまれた志布志町市街地背後の志布志台地が広がっているO この台地は侵食活動により僅少の

比高をもついくつかの台地面に分断されてしる。前川は志布志台地の東端部を蛇行して流れ，

この前川の活発な侵食活動により出来た沖積低地が樹枝状に発達してLるO 本遺跡の立地する

石踊台地の北側から西側台地縁辺部沿いを流れ，その比I誌は約50m以上となっているO 東部か

ら東岡部にかけては陣岳(34 9.3m)を中心とする山麓が広がり，その聞に山麓から連なる台

地がある。これらの台地は侵食谷が樹枝状にはいり込み，低地とは急斜面あるいは崖により分

断されている。これらの侵食谷の一部には多量の湧水が見られ，水田耕作の営まれている所も

みられる。南部は国道 220号線と国鉄日南線とがほぼ平行に走り志布志湾へと続いている。

}]IjJ仔(石踊)遺跡の立地する石踊台地は，陣岳東側lに広がるシラス台地のひとつで，南北に

狭長な舌状台地である。この台地はシラス堆様層を基盤にローム層，黄褐色火山灰土層に覆わ

れ，台地J京由はゆるやかな起伏を有している。同台地内南部に山ノ上三角点があり標高 59.6

mを数える(註2)。
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第 1表志布志町の遺跡地名表

(縄文時代)

遺跡名 所 在 地 編(土器年) 遺 物 備 考

上 門A 安楽上門 後 期西平式，黒躍石片 一部残存

上 門B 安楽上門 後 期闘平式，打製石斧，石皿

上 門C 安 楽上門 早・中・後期 阿高宝局石式司打.出製水石式斧:'押石型卵文~石.錘南石福弾寺式，御領式土器

上 門D 安 楽上門 後 期西平 式 部消滅

大 迫安楽大迫 前・中・後期
石阿高斧式，塞ノ神式，出水式土器，凹石噌石錘

石 踊帖石踊 前・中・後期
押石器型文、御領式土器，打製石斧ー凹石.石匙

野 首中占野首 後 期 市来式、西平式土器、打製石斧

柳井谷 帖 柳井谷 前・中・後期 磨出水製式石，斧轟式，押型， 御領式土器、 厳石

道 重内之 倉弓場迫 2280 邸中
期

押型文，阿扇式，塞ノ神式土器.高主石，砥石期

樽 野内之倉樽野 555 後 期市来式土器，敵石，砥石

ミゾレ谷 夏井 Zヅレ谷 中 期巻上法による完形土器

下 牧帖下牧 後中 自岡高式土器，石斧，問石，石皿

ウドン上 中古 ウドン上 中 期阿高式土器

吉 原因之 浦吉原 中 期 議式土器，石斧

牧 野田之浦牧野 前・中・後期 指宿，押型文噌土偶，磨製石斧，紡錘車，凹石

出 口内之 倉出口 前 期 塞ノ神式.轟式土器，磨製石斧

立花迫 内之;倉立花迫 後 期南福寺式 土 器

回 床 潤 野田床 後中
期 注阿局口土式，器南福寺式土器，石斧. 御領式‘
期

大川 内 潤野大川内 後中 量出水式，指宿式土器有肩石斧

天 提帖松崎 10767 
10290 

早・中・後期 阿高，御領式.押裂文，並木式土器，石斧

横 峰横 峰 中 期形式不明暗打製石斧，敵石，砥石

片 野内之 倉片野 前・中・後期
轟式殻，曽畑式，西平式，指南式，市来式土器 昭杭j3 9年一部発掘
貝土器，石器、骨角器 調査

後 谷旧之浦後谷
中 期
後 期

山 ノ上 帖別府8473 前 期 塞ノ神式土器 昭和 42年河口貞徳
氏発掘

測帖 6423小関 後 期 下弓田 1，n.札 岩崎，指宿式土器 昭和 42年河口貞徳
氏発掘

倉 野田之浦吉原 1171 前 ・ 中 期押型文，塞ノ神式，吉田式土器，黒躍石片

板 山板山 116 前 ・ 中 期押型文土器

臼木八重 白木八重 1039 前 期 押型 文 道路断面に露出

大 越宮地原 348 中・後 期吉田式，前平式土器 耕消地滅改良工事にて 部

牧田之浦小牧 122 中 ・ 後 期岩崎上層，岩崎下層土器，局際石斧

迫小迫 後 期 土器片，磨製石斧 宅地造成にて消滅

山久保 山久保 後・晩 期 大石式土器，磨製石斧 土地改良工事にて消滅
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遺跡名 所 在 地 編(土器年) 遺 物 備 考

宮 前内之倉竹下6661-5 中・ 後期 石山.岩崎上層『岩崎下層，指宿式土器，斧石 日自主日 48年発掘調査

姥ケ 谷 姥ヶ谷 5546 後 期 条痕文土告書，石町したたき石

東黒土問A 東黒土田 晩 期大石式土器 包含層全域消滅

東m土問 B 東黒土田 前 期 平侍式，塞ノ神式.轟B式土器. 包含層一部消滅

東黒土田 C 東黒土田 後 期 御領式

井手平 井手平 前 助 平明年式，塞ノ仰式土器 耕地改良工事にて消滅|

池 野 池 野 土器片，黒躍石片司

八 郎ケ野 八郎ヶ野 後・晩期 土器片多量，磨製石斧.折製石斧.

会風 A 倉 図 後 期 指宿式，鍾ケ崎式土器，石田

倉闘 B 倉 園 早・前期 吉田式，前平式土器，局磨石片 包含層一部消滅

十文字 十文字原 4081 後 期 指宿式土器.石片.焼石

浜 場 片野 目u 期 吉田式土器

出 水 内之倉前畑 2928 早 其h 殻粒押型文土器

平 原 内之倉平原 早 員担 石坂式土器 一部消滅

LU 裾 内之倉山裾 晩 期 むしろ目圧疲文土器

今別府 内之倉今別府 晩 均 大大型石式打，製石黒川斧式. むムしろ目庄疲文土器， 耕消地滅改良T事にて一部

上樽野 内之 倉 樽野 後 期 指宿式土器

橋ノ口 内之倉橋ノ口446日67 入来式土器

樽ノ口 内之倉縛野 前・ 後期 吉田式，指宿式土器，打製，磨製石斧

鎌石橋 帖鎌石 前 誌H 前平式土苦言，黒躍石片

鎌 石 帖鎌石 前 期 吉田式土器

二反野 帖二反野 晩 期 俊一臼式土器ー たたき石，黒憾石片 土地改良工事にて消滅

坂之上 帖坂之と 前 矧 前平式土器ー石鍬 消滅

野首橋 帖大性院 早 ・ 前 期 議c.c式.曽畑式土器，石鍛 一部残存

夏井浜 夏井地蔵下 後 期 Jttj平式‘二:万出式.倒j領式土器，石量乱たたき石

上ノ園 夏井上園 前 期 塞ノ神且式土器
道滅路改修のため一部消

曲 瀬 安楽中原 後 期 市来式土器 広域散布

小瀬 A 安楽小瀬4684 後 期 市来式土器.黒耀石片 一部消滅

中 原 安楽中原 後 期 指宿式，鐙ヶ崎式土器，すり石，黒握石片 一部消滅

小 瀬 B 安楽小瀬 後 期 指宿式，市来式土器 一部消滅

百堂 穴 安楽岩戸 早 期 議B式土苦言，石鍛 持耳石にて危険

宮 脇 安楽宮脇1106-1 後 期 市来式，鐙ヶ崎式土器，石錘，石皿l 一部消滅

安 良 安楽安良 後 期 市来式土器，磨製石斧



遺跡名 所 在 地 編(土器年) 遺 物 備 考

鳥井下 安楽鳥井下 晩 期 大石式土器 包含層消滅

船 磯 安楽船磯 前 期 轟式土器

前ノ段 安楽前ノ段 後 期 網目文土器，す句石，たたき石

山 角安楽上ノ門 後 期 西平式，打製石斧，石皿，敵石，すり石 包含層残仔一部消滅

( 称生時代)

遺跡名 所 在 地 編(土器年) 遺 物 備 考

出 口内之倉出口 中・後期 弥生式土器，石器(双角石斧)

姥ヶ谷 内之倉姥ヶ谷 中 期 弥生式土器，石量産

上 門安楽上門 前・中期 打製石斧，石剣、紡錘車，石製品，弥生式土著書

大 迫 安 楽大追 中 期 弥生式土器

牧 野 国之浦牧野 磨製石斧，紡錘車，土偶.高杯

山久保 山久保 中 期 打製石斧，高杯

毛穴野 帖毛穴野 中 期弥生式土器片唱櫛目文土器片

六月坂 六月坂 後 期弥生式土器片

野 首帖野首 中 期弥生式土器，打製石斧

宮馬場 安楽 宮 馬 場 後 期弥生式土器片

測帖小測 後 期弥生式土器片

水ケ迫 安楽 水 ヶ 迫 後 期弥生式土器

天 堤潤野天涯 中 期石器破片

石 踊帖石踊 中 期石器，弥生式土器片

道 悦道悦 中 期弥生式土器.磨製石斧

八郎ヶ野 八 郎八郎ケ野 大型打製石斧，打製石斧

後 谷 凶浦後谷 1Ii) 期石器
中 期

国吹野 閏 之浦田吹野 日日
富弥生式土器片，打製石斧中

下 牧帖下牧 中 期山ノ口式土器，石斧，焼石(磨製).柱穴遺僑 S.27.12発見(屋敷}跡地
ならし作業中)住居

夏 井 夏井外牧 磨製石斧

安 良安楽安良

曲 瀬安楽曲瀬

高 吉高吉 カメ棺

大 越田之浦大越 中 期土器

東 黒 土 田 内之倉東黒土田 土 器

片野洞穴 内之倉片野 前・中・後期 土器，石器 S. 39発掘調査
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遺跡名 所 在 地 編(土器年) 遺 物 備 考

佐 野 帖佐野 後 期 土器

横 峰 憤 峰 後 期 土器

上 l京 内之倉 仁原 中 期 土昔苦

二反野 帖二反野 土器

上問屋敷 帖上 問 屋 敷 中 期 土器‘木炭，有屑石斧

鎌 石 鎌 石 土器

外 ノ牧 外ノ牧 中後 期期 土慰，高杯

打出ヶ浜 夏井打出ケ浜 後 期 土器 消滅

宮 脇 安楽宮脇 中後 期期 土器

平 城 安楽平城 後 期 土器 消滅

- T 回 安楽 -T田 中 期 土器

百堂穴 安楽岩戸 磨製石鍛 落石のため危険

(古墳時代)

遺 跡名 所 在 地 編(土器年) j貴 物 備 考

山宮土 拡 安楽宮馬場 (石 棺) 骨量長，鏡，長太刃，積石棺

夏井古墳 夏井堀之内 土師器，敷石 消滅

飯盛山古墳 夏井 ダグリ岬 五 世 紀 壷型植輪，曲玉，丸一王

打出浜土拡 夏井打出浜 (地下式土拡) 玄室不明，小石で固めた石棺男女三人の重葬 昭和初年

宮馬場土拡 安楽 宮 馬 場 (地下式土拡) 小石で囲んたぜニ尺の石棺街製鏡1.直JJ1. 
明治 26年 12月

骨壷 2. 土器破片 18 

六月坂土拡 六月坂 (横穴式土拡) 横穴式土，人骨，須恵，土師器 10余 明治 42年

安 良 安楽安艮 土師器片

六月 坂 六月坂 須恵器，土師告書

枇榔島 枇榔島 須恵器，土師器片

宮馬場 安楽宮馬場 須恵器，土師器

水ケ 迫 安楽水ヶ迫 須恵器(Jij.マリ)

桜 山桜山 土師器(t甘)

市 坂柳井谷市坂 須恵器(カメ)

前j 帖小測 土師器(沼)

石 踊中占石踊 土的容(t甘)

頴 娃郷 安楽頴~f.郷 須恵器，土師器

- J 回 安楽一I閏 須底器，土師器

外ノ牧 帖外ノ牧 土師器

向。
曾
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第2節周辺の遺跡

志布志町は東西に最大幅約10.2キロメート内南北に約 23.9キロメートルあり，縦長な形を呈

している地形で、ある。志布志町の遺跡は，北部山岳に水源をもち西側地域を中心に縦流する安

楽川と，東部山岳に水源をもち東側地域を貫流する前川との二河川を中心とする流域に，その

分布が見られ(註 3)，第1表に示すように 126遺跡あるO この表は，鹿児島県教育委員会発

行の『鹿児島県遺跡地図 J(1970)・志布志町教育委員会発行の「志布志町文化財要覧』α9

70 )・鹿児島県考古学会発行『鹿児島考古』第 9号(1974)等にもとづいたもので，その内

訳は，縄文時代70・弥生時代38・古墳時代 18であるO

その中で，片野洞穴は，内ノ倉 2，634番地にあり，海抜 100mの寄り合った丘陵の末端部の

洞穴内に位置している。洞穴の前は，幅 3mの谷川が流れ，洞穴の入口の高さは 8m，幅12m

奥行約70mあるとされている。昭和 39年に調査が実施され，その結果，遺跡は縄文時代中期

を除く縄文時代早期末から古墳時代までと，さらに中・近世に入って再び利用されたものとさ

れている。出土遺物は，藩政時代の輔ノ口，角釘，大平通宝，須恵器，弥生式土器(前期・中

期・後期)，夜日式，布目圧痕文土器，松添式，御領式，西平式，市来式，草野式，岩崎上層

式，曽畑式，轟式系統の土器，隆起線交土器，敵き石，牙製釣針，骨製カンザシ，骨鉱，鹿の

頭骨，鹿の歯，サメの歯，淡水産・海水産の貝類など多彩な遺物がみられる(註4)。山ノ上遺

跡同前)11と益倉より前)11に流入する支流が合流する地点、の南側，石踊台地の北西隅の畑地に位

置し別府(石踊)遺跡の北側 500mの地点に所在するO 昭和42年 8月に調査が実施さ

れ，その結果，敷石住居跡が発見され，出土遺物は，縄文時代前期の塞ノ神式土器，石坂式類

似土器および石核などがみられる(註5)o'J、淵遺跡は，前J11河口より 700m付近の海岸段丘であ

る内城の東側にあり，前JIIとの比高が 14mの伊地知武夫氏の宅地内に位置している。昭和42

年8月に調査が実施され，その結果，縄文時代中期および後期の土器の出土がみられている。

出土遺物は，岩崎下層式，岩崎上婚式， f旨宿式，市来式，草野式d石鍾，扇平半磨製石器がみ

られる。この遺跡により志布志成の中世の遺構が確認されている(註 6).宮之前遺跡は，福島

川の支流である四浦川より侵食された通称宮之前台地上にあり，標高約200mの台地上の畑地

に位置しているO 昭和48年 8月に調査が実施され，その結果，住居祉と考えられるピット及び堀

り込みの遺構が確認されている。出土遺物は，縄文時代前期および後期の土器を中心に，前平

式，岩崎式，指宿式，綾丸石鍬，石斧，磨石，石血などがみられる(註 7)。飯盛山古墳は，

夏井のダグリ岬の標両 50.2mの飯盛山に位置しているo 5世紀中頃の前方後円墳といわれ，県

内では最も古い古墳とされている。全長約 80m，前方部の長さ 37m，巾30m，高さ 4.5mで

周凶は葺石がめぐらされ， 石室は後門部にあり，長さ 180cm，巾 90crn高さ 90cmで，栗石

を利用した竪穴式石室であったといわれ，附相 38年の国民宿舎ダグリ在の建設により破壊されTこ。

出土遺物は，壷形埴輪，ガラス製勾玉，丸玉，小玉などがみられる(註 8).
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第 2章調査の経緯

第 1節調査に至るまでの経過

県営特殊農地保全整備事業(別府地区)に伴う埋蔵文化財分布調査は，昭和 51年 12月7日

に鹿児島県教育委員会文化課が実施し遺跡の確認をした。

そこで， これらの文化財の取り扱いについては，鹿児島県農政部農地防災課・鹿児島県大隅

耕地事務所と協議した結臭確認調査を実施することになり，昭和 51年 12月22・24日の両

日において縫認調査を実施した。

その結果，埋蔵文化財の包蔵が確認されたので，さらに農政部農地防災課・大隅耕地事務所

と再度協議し，この地区については事業計画変更により事業を実施する運びとなった。しかし

道路敷(第 1号関連農道)については，事業計画変更が困難なために，道路敷 2，400rrfについ

て発堀調査を実施することとなった。

一次発堀調査は，彪児島県教育委員会が事業圭体ととEり，道路敷400m'をその対象とし，昭和52

年 B月15日より 4月6日まで実施しTこ。その結果，縄文時代晩期・縄文時代前期の包含層より

集石遺構および遺物などが検出された。

二次発堀調査は，国・県の補助事業として志布志町教育委員会が事業主体者となり，発堀調

査を鹿児島県教育委員会文化諜に依頼した。

発堀調査の組識

発掘調査主体者 志布志町教育委員会

発堀調査責任者

発堀調査事務局

発堀調査担当者

発 堀 作 業員

志布志町 教育長

志布志町教育委員会

社会教育課長

社会教育係長

主 事

主 事

鹿把島県教育委員会

文化課'主 事

主 事

北迫 茂

山畑敏寛

永山叉男

山裾幸良

有馬文雄

立神次郎

中村耕治

町田六男実吉安尚岩坂先田中武雄木佐貫忠三原修一草宮盛雄桑迫俊一

北室利治上国 秋良坂口明木村通夫木佐賀忠幸田中勝森山輝晴荘司幸一

盛田正夫柑川範義坪田勝仙鶴田浩一耳目治屋政雄陣之内勝弘大口信二郎

川元昭法元 修二藤崎浩二永野義己田中浩真乗坊勝巳山裾正一吉原義浩

重森サキエ森屋レイ子森元初子今別府キヨミ 東 ξル中野サエ吉原ス z子
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池尻幸子原田カズ肝付サツ子宇都ノ、ルコ 森洋子脇畑正子中野光子大坪マサ子

別府アツ子井上洋子森屋しの東イネ徳重キミ子原トメ 太田みちえ森屋はつえ

牛込ヨシ子毛野鈴枝山重みどり 堀之内キミ 上橋敏子徳田ツルカ 持留みどり

南田ミチ子白浜キノ 山下朋子山畑泰子中村則子藤崎洋子木佐貫スミエ

後藤ノリ

このほか県文化課課長谷崎哲夫氏・同専門員本蔵久三氏をはじめ県文化課職員，大隅耕地事

務所谷川郁夫氏，志布志町農政課尾川深・中川洋一，斉野建設斉野正春氏の方々の協力を得7こむ

深謝を表したし、。

第2節発掘調査の経過

発堀調査は，昭和53年7月10日より 8月17日までの 32日間行った。その聞の経過は，以

下調査日誌抄をもってかえたし、。

調査日誌抄

7月10日(月) ベース設置作業。器材運搬作業。作業員に対して調査の主旨と作業上留意す

べきことについて説明を実施。道路敷地内 (7-8m)は諸車通行止規制が

不可能となったため片側交互による調査実施。道路敷上面にシラス及び砂利

が敷きつめられている関係上，重機により剥ぎ取り作業及び排土運搬作業。

グリッド設定作業(1区長さ 10mを基準とする)。道路センター杭必 22ー必

30までの排土運搬作業。必 22-23は，すでに縄文前期遺物包含層は削平

がみられるo ;16. 23 -;16. 24は，縄文前期選物包含層より塞ノ神式土器の出土

がみられる。

7月11日ωo 各グリッドに西側 1区一25区と呼称する。西側 1区一4区は道路敷直下 U

層となる。西倶ij5区・ 6区道路敷上面排土作業後，縄文前期遺物包含層の遺

物検出作業。塞ノ神式土器・吉田式土器・すり石・石器などの出土がみられ

る。西側 7区黒色研磨土器の出土がみられる。西側8区一 10区堀り下げ作業。

西側 13区一 17区排土作美。

7月12日廿0 西側5区一 10区遺物検出作莱。西側 6区一7区VI層より石鍛・塞ノ神式土器

の出土，酋側 8区遺物包含層は西及び北側へ傾斜がみられるO 西側 9区・ 10

区は扇平磨軍基石斧・土器細片の出土がみられるO 西側 8 区~10 区は現道路面

より約1.0m以上あり，排土作業に困難を期す。西側 13区一15区排土運搬作

業。町文化財審議委員の現地見学。

7月13日(木) 西側5区・ 6区・ 7区選物平板・レベル実測作業(必 1-Jfo， 191)。遺物取り

上げ作業後堀り下げ作莱。石鍛・塞ノ神式土器の出土がみられる。西側 13

区ー 16区遺物検出作業。 13区撹乱層より磨軍基石斧の出土がみられる。 西側
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19区一23区排土作業後遺物検出作業。 20区より縄文時代晩期の出土がみら

れる。

7月14日(金) 西側5区・ 6区包含層遺物検出作業 (VI層)道路敷直下にあたり，非常に閏

くしまり堀り下げ作業に困難をきたす。石斧・石鍛・塞ノ神式土器の出土。

西側8区・ 9区・ 10区遺物検出作業後平板・レベル実測作業。 (j伝 192-j仮

400)。西側 19区・ 20凶こおいてE層及びW層堀り下げ作業。 20区縄文晩期包

含層の残層より土器の出土。西側 22区・ 23区困層・珊層堀り下げ作業。遺

物・遺構とも確認されず。

7月15日〈土) 西側5区・ 6区遺物検出作業後平板・レベル実測作業(官層)。石鍛・塞ノ神

式土器の出土が主体 Cj伝401-j伝517)。西側8区・ 9区・ 10区遺物検出作業。

8区は縄文前期包含層で傾斜がみられる。塞ノ神式土器の出土。 9区・ 10区

は縄文晩期の土器細片・打製石斧・すり石の出土がみられる。西側 11区・

12区・ 18区・ 21区において道路敷盛土の排土作業。西側22区・ 23区・

24区E層の堀り下げ作業，遺物・遺構とも確認されず。

7月17日(月) 西側 5区・ 6区・ 8区遺物検出作業 ClV層)。塞ノ神式土器(口縁部・底部を

含む)の出土。 8区は西側及び北側へ傾斜がみられる。塞ノ神式土器は胎土

はもろく，施文の剥脱がみられる。西側 9区・ 10区遺物検出作業。縄文晩期

土器細片・属平打製石斧・凹み石・石すい・石鍬などの出土。西側8区・ 9

区・ 10区平板・レベル実測作業 (j仮518-必 800)。

7月18日ω0 西側 5区・ 6区・ 8区造物検出作業(刊膚)07区は一時排土捨て場とし排土

作業(ダンプとベルトコンベアー使用)。塞ノ神式土器片の出土。 8区より塞

ノ神式土器の完形品の出土がみられるが，土器の表面は叙l脱がみられ，胎土

は非常にもろし、。西側 9区・ 10区縄文期〈理膚及び R層)遺物検出作業。土

器細片の出土が多い。

7月19日ω0 西側5区-8区遺物検出作業 CVI層)。塞ノ神式土器及び平静式土署長の出土。

8区は|日畑地境界にあたり，旧耕作函直下は縄文前期包含層となる。西側 9

区・ 10区遺物検出作業。土器細片が多く出土。西側8区・ 9区・ 10区平板

.レベル実測作業〈必剖1-j伝1010)。

7月20日(木) 西側5区-8区遺物検出作業CVI J脅)。塞ノ神式土器片の出土。包含層は西側

へ傾斜がみられる。遺構確認されず。平板・レベル実測作業(必 1011-

J仮 119!5)。西側9区・ 10区遺物検出作業(町膚)よ器細片の出お曽焔系土

器と考えられる。

7月21日〈金) 西側5区-8区遺物検出作業 CVI層)05区遺物出土はあまりみられなくなる。

6区・ 7区遺物出土量は少なくなり土器自体もろさを感じる。 8区塞ノ神式

土器・平梼式土器の出土。排土運搬作業(ダンプによる)。西側 9区・ 10区遺

-17-



物検出作業(lV層)09区・ 10区は深いため排土作業に困難を期す。

7月22日(土) 西側6区一 7区遺物検出作業(班層)。全体的に遺物の出土はみられなくなるo

遺構確認されず。西側8区遺物検出作業 (VI層)土器細片の出土カ、みられるが，

包含層下部へ下がるにしたがし、破片の大きさは多少大きくなる傾向カ‘みられる。

胎土のもろさを感じるO 西側9区・ 10区遺物検出作業(lV層)。土器とともに

石器の出土がみられる。

7月24日(月) 雨のため堀り下げ困難を期す。町教育委員会において発堀調査協議(片側東

側道路敷について)。整理作業。

7月25日ωο 西側6区一 8区遺物検出作業。平板・レベル実測作業(必 1196-;16.1431 )。

(J伝 1533ー必 1537)。西側 9区・ 10区遺物検出作業。平板・レベル実測作

業 (JfG.1432-必 1532)。西側 12区遺物検出作業(l¥l層)。道路敷排土作業。

黒色研磨土器。石鍛・磨製石斧(刃部のみ)・扇平磨製石斧の出土。

7月26日(水) 西側6区ー 8区西壁層位断面用ミニトレンチ設定後堀り下げ作業。層位断面

図作成。 8区一部において前期包含層が確認されたため，その周辺の遺物検

出作業。西側 9区・ 10区遺物検出作業(1V層)。西側 11区道路敷排土作業後

遺物検出作業(l¥l層)。西側 12区遺物検出作業(l¥l層及びW層)。平板・レベ

ル実測作業(JfG.1538ー必 1621)。遺物取り上げ作業。

7月27日け三) 東側5区一7区道路敷排土作業(ブル・ユンボ投入)遺物検出作業(羽層)

西側へ傾斜しているため，遺物包含層は撹乱がみられる。但し6区・ 7区は

遺物包含層残部より塞ノ神式土器片の出土がみられる。西側 8区一12区遺物

検出作業(lV層及び刊層)08区塞ノ神式土器片の出土。 9区一12区曽畑系土

器・磨製石斧・石匙・たたき石の出土。

7月28日後) 暴風雨のため作業中止。発堀器材は中央公民館へ。遺物取り上げ作業(西側

8区一 12区)。整理作業。

7月29日(土) 雨のため作業中止。整理作業。

7月31日(月) 雨のため作業中止。発堀器材中央公民館より発堀現場~町教育委員会にお

いて発堀調査協議(全面通行止めの件)。整理作業。

8月 1日(1() 発堀調査地は昨夜からの雨のため，多量の水がたまり排水ポンプを和問し，排

水作業。排土運搬作莱。ベース設営作業。発堀器材搬入作業。西側 11区・

12区遺物検出作業(町層)。曽畑系土器・すり石・たたき石・石鍛などの出土。

8月 2日(水) 西側 10区一 12区遺物検出作菜(1V層)。雨がときより強くなり，西側9区盛

土(排土)運搬作業へ移行。風雨が強くなり，発堀器材再び中央公民館へ搬

入。整理作業。

8月 3日(木) 発堀著書材運搬作菜(中央公民館一発堀場場べ)。排水作業。東側6区・ 7区遺

物検出作業。造物出土はあまりみられなし、。西側 8区一13区(一部)遺物検
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出作業(阿層)。平板・レベル実測作業()仮 1622--̂伝 1756)。遺物取り上げ

作業後Y層(アカホヤ)堀り下げ作業。百層(前期遺物確認のため)ミニト

レンチ設定し堀り下げ作業。 9区・ 10区より前期包含層中より塞/神式土器

の確認がなされる。

8月、 4日(金) 東側 5区一7区遺物検出作業(Vl層)。塞ノ神式土器の出土。量はそれほど多

くなし、。平板・レベル実測作業 (A6.1757-)仮1790)。遺物取り上けe作業。

西側 9区一 11区遺物検出作業(V層及び町層)。平板・レベル実測作業 (A6. 

1790 -)仮 1829)。遺物取り上げ作業。東側8区一 11区道路敷排土作業(ブ

ル・ユンボ・ダンプ投入)。

8月 5日(土) 西側9区一 11区遺物検出作業。 9区が傾斜面でいちばん深い個所となり，塞

ノ得式土器の出土。遺構確認されず。東側8区一10区盛土及び道路敷排土作

業(フソレ・ユンボ・ダンプ投入)。

8月 7日(月) 商側 9区・ 10区遺物検出作業。塞ノ神式土器の出土。 vl層最終面で整査した

が遺構確認されず。平板・レベル実測作業(必 1830-)伝 1908)。遺物取り

上けー作業。土層断面用ミニトレンチ設定し，掘り下げ実施。土層断面図作成

作業。東側9区一12区造物検出作業及び排土作業。西側調査済区へ排土作業言b

作業の能率がよくハイペースで、進む。

8月 8日ωく) 東側 9区一 12区遺物検出作業(I¥l層及びW層)。土器はほとんど細片の出土。

黒色研磨土器・席目圧痕土器・磨製石斧・すり石・たたき石などの出土。

8区一 9区は畑地境界となり直属は削平がみられ，残存してもわずかにみら

れる。排土作業がスムーズに出来るため能率的に進行で、きる。

8月 9日(水) 東側 9区一12区遺物検出作業 (1層及び町層)。曽畑系土器・磨製石斧 31同・

すり石・たたき石・ 11区より集石出土。平板・レベル実測j作業()伝 1909-必

1992)。遺物取り上げ作莱。排土作菜(重機による)。

8月10日〈木) 東側 9区，-12区造物検出作業ClV及びVJ脅)。曽畑系土器.すり石・たたき石・

凹み石の出土。平板・レベル実測作業(必1993-)伝2143)。遺物取り上げ作業ら

8月11日〈金) 東側 8区一12区造物検出作業(!v層及び班層)。曽畑系土器・塞ノ神式土器・石

鍛の出土O 一部V膚堀り下げ作莱。

8月12日仕) 東側8区c-12区遺物検出作業(Vl層及び班層)。塞ノ神式土器の細片の出土。

班層遺物・選構ともに維認されす。 12区は一部明層堀り下げ作業。曽畑系土

器の出土。平板・レベル実illU( J1'o， 2279 -A6. 2457)。遺物取り上げ作業。

8月16日(水) 東側8区一 12区遺物検出作業(現層及び班膚)09区・ 10区vl層より塞ノ神

式土器の出土。震は多くなし、。 8区・ 11区・ 12区遺物・遺構ともに確認さ

れず。平板・レベル実測作業(A6.24回一J伝2472)。遺物取り上げ作業。

8月17日〈木) 東側壁層位断面実測。本日で発堀調査終了。器材運搬作業。
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第5節調査の概要

別府(石踊)遺跡内における道路敷内の発堀調査は，現在日常利用されているため大型自動

車等の通行止規制をとりながら片側づつの道路敷内の発掘調査を実施することとなった。道路

敷は，昭和51年度特殊農地保全整備事菜により新設された関連農道(幅員 8m)である。道路

は現在仮道路のために地表面にはシラスや砂利が敷きつめられ(遺跡保護のため)ており，重

機により排土作業を実施しTこ。道路は台地のほぼ中央を直線に南北方向に走っており，道路敷

の西側を基準にグリッドを設定した。グリッドは 10mを基準とし，調査対象地域の南端(昭

和 51年度発堀調査最終区一鹿児島県教育委員会事業主体)より 1区・ 2区一 25区まで設定し式こ口

発堀調者は，昭和 51年度の催認調査により縄文時代晩期と縄文時代前期の遺物包含層の2文化

層が確認されているために，その調査結果に基づいて調査を実施する運びとなった。

調査は片側づつのために終始排土作業に困難を期し，すべてダンプにより運び出す処置をと

らざるを得:泣かった。

1区より 4区においては， VI膚の縄文時代前期の包含層はすでに削除されており， ローム層

(無造物層)が道路敷直下にみられた。さらに西側道路敷端付近に 1m巾のトレンチを入れ深

堀りをシラス直上まで実施した。 I層よりvl層までは開墾や畑作などにより削平されている。

5区・ 6区においては， VI層上面まで削平がみられ，縄文時代前期遺物包含層がかろうじて

残存しており，特に東側5区・ 6区は遺物包含層をわずかに残すのみで、あった。遺物包含層よ

り土器及び石器の検出がみられた。土器は塞ノ神式土器を主体に平格式・吉田式・石坂式など

がみられ，石器は石斧・石鎌・スクレーパー・磨石・凹石などの検出がなされた。

7区より 12区にかけては， I白地形が 9区付近を最深部とする谷状の地形を呈していたものと

忠わ士、現在の道路面より 1m以上の採さで縄文時代晩期の遺物包含層が催認される個所もみ

られた。縄文時代晩期包含膚は，置層にあたり土器普及び石器が検出された。土器は黒色研磨土

器や粗製土器が見られ，黒色研磨土器は浅鉢がほとんどであり，なかには赤色顔料で彩色を施

し，口縁部にリボン状の突起を有する浅鉢もある。粗製土器は採鉢が主体であるが，組織痕

(網目圧痕文・薦目圧痕文)が磁されたものも出土した。石器は扇平磨製石斧・打裂石斧・石

鍛・石鍾・磨石などがみられるO その他に性格は明推でないが，土偶の手足を忠わせるような

棒状の土製品も費支点確認されているO 町膚は曽畑式糸統の土著書が検出されたが， Bl層とlVl脅の

土質が同質のため境目は明維でなし、。土器は直線・曲線の沈線を緬した曽畑式系統の土器を主

体として荒い貝穀条痕を施した轟式系土器・太い沈線を施した岩崎式系土器などが検出され

た。石器は磨6・磁石・凹石が多量に出土し，石鉱・石斧・石匙などもみられる。 V層は無造

物層であるo vl層は縄文時代前期の包含層であるが， 10区より北側は出土量が少なくなり，塞

ノ神式土器が主体である。

13区より 25区にかけては，事業施行や開墾などのため土層の撹乱がみられ， 20区に縄文時

代晩期の包含層が一部残存していたのみである。さらに 1m巾のトレンチにより深堀りを行い

調査を実施したが， ローム層が道路直下にみられる区が多く確認された。
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第 5章層 位

本遺跡における層位は， 1 1曹からvm層まで確認した。遺跡地を含む同台地は，昭和51年度の

特殊農地保全整備事業の実施により旧地形とともに地層の著しい変化が見られ，全体的にその

保存はよくなし、。調査区の 1区より 4区までは，すでに町層までの削平が行なわれ，道路敷直

下VII層となり，すでに縄文時代前期遺物包含層は残存していなし、。 5区より 7区(一部)にか

けて出 V膚若しくは刊層上部まで削平され，道路敷直下に縄文時代前期の遺物包含層となる。

7区(一部)より 12区は，旧地形が谷状で谷頭付近の地形のためか旧耕作土の上に約30cmか

ら約 50cmの客土(盛土)が確認され.事業実施によるものであり，上層部より残存している。

13区以降は，地層が著しく変化しており撹乱層がみられる。

当遺跡の標準的な層位は以下のごとくである。

I層 : 灰黒色土層で約20cmを測る。 1区より7区(一部)までと 13区以降は，今日まで

の耕作や特殊農地保全整備事業のためか削平がみられるo 7区(一部)より 12区

にかけては残存しているO

E層 : 黒色火山灰土層である。 E層は比較的薄く「部においては耕作のために削平をう

けている地点もみられる。土質は粒子が小さく，約 10cmを測るが， 10区・11区

においては，約30cmをillUる。 1区より7区までと 13凪より以降は削平がみられる。

E層 : 茶補色火山灰土層で軽石を含んで丸、る。約 10叩から 20cmを測り，縄文時代晩期

の道物包含層である。 8区より 12区までと 20区に残存しており，他区において

は，擾乱および削平がみられる。

W層 : 暗茶褐色火山灰土層である。土層中に約20rn回大の転石を含んで、おり，下部の近くに

なるにつれて量も多く含まれ粒も大きくなる。土質はE層と類似している。この

層は色調により上下に細別され，下部の方がやや暗さが強く感じられる。曽畑式

系統の遺物包含層であるが，岩崎式系統・轟式系統の土器も少量みられる。 8区

より 12区まで確認される。

V膚 : 黄褐色火山灰土層である。土層中に軽石を含み主成分は火山ガラスである。約15

αnを測るが，ブロック状になっている部分が認められる。上部は軟質であるが，

下部はパ之スを多く含み砂状である。わずかに粘質を帯びているが，所謂「赤ホ

ヤJ層と思われ，無遺物層である。 8区より 12区までは残存しているo

VII脅 : 灰掲色(乳灰色)火山灰土層で，粘質が強く約15cmを測る。縄文時代前期の遺物

包含層で，塞ノ神式土器を主体に平椿式・吉田式・石坂式などがみられる。 5区

より 11区まで残存しているO

困層 : 黒褐色火山灰土層で約 20cmを測る。無造物層o

m層 : 緒茶褐色火山灰土層で粕質度が高L、。無遺物j脅。
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第 4章遺構・遺物

第 1節遺構〈第5図図版2) 

集石は11区より検出された

ものである。出土層は. lV層

下部にあたり. lV層出土でH

類・ E類.lV類土器と同一層

である。これまでの他遺跡発

見の集石に比較すれば形態を

異にしている。

この集石は約 10cm-約 15

cm大の硬質砂岩製の円礁5個

と長さ約 19cm. 巾約 10叩，

厚さ約4αnの扇平な砂岩製の

角礁の上に厚さ約4叩，一辺

が約15cmの硬質砂岩製の不定

な五角形状の扇平な板石がの

った状態で、みられ，砂の堆積

がみられる。集石は深さ帝910
第5凶集石遺構実測図

叩の不整形な落ち込みの中にみられ，炭化物，焼痕跡，灰の残存，腐食物の付着などは確認さ

れなかった。この集石の中で注意すべき点は，円擦のすべてが磨石，敵石であり生活用具の一

つを使用していることである。

第2節遺 物

1 土器

出土した土器は，すべて縄文時代の土器であり，遺物包含層は. I層. lV層. VI層の三文化

層である。時期は純文時代晩賜より前期まで広範囲にわたるものである。これらの土器は出土

層位，並びに従来の土器編年を基にし，ホしいものから11偏に 10類に細分した。

主たる時期の遺物は. I層の縄文時代晩期(黒川式系統土器)¥v層の縄文時代前期(曽畑式

系統土器)羽層の縄文時代前期(塞ノ神式系統土器)であるが，いずれの土器も破片が多く，出

土量に比し復元可能なものはごく少量であった。以下各類ごとに考察を加えていきたい。

-26一
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第 I類土器〈第6図，第7図， 001"-'009) 

第 1類土器は E層出土の土器である。縄文晩期(黒川式土器系統に位置するものと思われるJ

001"-'003は鉢形土器で、ある。 001は胴部が屈折し， 口縁部はゆるやかに外反する。復元日縁

径は27.6 cm'を測る。器面は外面ふ内面共にハケによる調整痕が見られる。焼成は不良で胎土は

石英・長石・角セン石を含む。006は網目圧痕文土器である0007"-'015は滞日圧痕文土器で

ある。 00マは経糸間隔1.2 cm，緯糸 0.2cm， 008は経糸間隔 2.0cm，緯糸 0.4cmで、ある。009"'"'

011は荒い席目圧痕文で器面の凹凸が激しし、。012"-'015は底部に近い部分で轍密な蒋目圧痕

文である。015は復元口縁径 39.4 cm，器高 8.8cmを測る鉢形土器だが浅く皿状の器形を呈す

る。外闘はハケによる調整，内面はへラ磨きであるO 底の部分に経糸間隔 1.5cm-1. 9 cm，緯

糸は O.1 cm - O. 2 cmの蒲目圧痕文が施される。焼成は良好で胎土は石英・長石・角セン石等が

含まれる。004， 0 16--v0 19は黒色研磨土器である。 016は口縁径 9.6cmを測るO 器形は球形

状に張った胴部より「く」字状に屈折し，やや内湾する短い口縁部を形成する浅鉢であるO 口

縁部にはリボン状の突起を有する。外面全面，及び口縁部内面に朱と思われる赤色顔料が塗ら

れている。017. 019はサラ状の胴部より 2段の屈折部をもって外反する口縁部を有する浅鉢

である。 019はサラ状の嗣部より「くJ字状に外反しさらに口縁端部において内側へ屈折する

浅鉢であるoOl~019はよく研磨された土器で焼成は良好で胎土は精選され，石英・長石等

を含む。

第 2表 i類・ E類土器出土一覧表

図番 類 出土区 層 色 調 備 考 図番 類 出土区 層 色 調 備 考

1 -00 1 1 9 国 淡茶褐色 復元口径・ 27.6 cm 2 -0 19 1 1 面 黒色研磨 浅(復鉢元口径 21.0伽) I 
グ-002 ノア 1 2 グ茶 福 色 11 - 020 E 1 0 町 暗茶褐色 沈 線 ス ス 付 着 同 |

H 外内面面 茶黒褐色色
ト

グ-00 3 11 9 グ-0 21 〆/ 1 0 グ 茶褐色 沈線スス付着
{固

ノ'1-004 〆F 1 2 ρ 黒掲色 研磨 グ-022 ，ろy 1 0 グ 暗茶掲色 沈線スス付着)l本

グー 005 ん' 1 0 グ 外内面面i::黒茶褐褐色色 グ-023 11 1 0 メY 赤褐色 沈口唇線部刻み(同ー

11 - 006 11 1 0 w 明茶栂色 網目組織痕 グ-024 11 1 0 グ 赤褐色 沈口唇線部刻み)1体回

グ-007 11 1 2 d〆 バr 蒋目圧痕文 グ-025 底部 1 0 11 赤栂色 底部若干あげ底

11 - 008 11 11 ρ 黒褐色 驚目圧痕文 グー 026 11 9 11 赤褐色

グ-0 09 11 1 0 グ 明茶褐色 荒い薦目圧痕文 グー 027 11 

が -010 〆〆 1 2 H 明茶褐色 荒い席目圧痕文 グ-028 〆/ 1 0 〆/ 茶褐色

グー 011 〆/ 1 0 H 茶褐色 荒い待目圧痕文 グ-029 ノ/ 1 0 11 茶褐色

，，-012 11 1 2 グ 茶補色 驚目庄痕文(底) 11 - 030 11 1 0 〆/ 茶褐色

11 - 0 13 11 1 1 グ 明茶掲色 庸目圧痕文(鉢) グ-031 11 1 2 11 茶褐色

11 - 014 11 1 2 w 茶福色 蒋目圧痕文〔鉢} 1/-032 11 1 0 11 赤茶褐色

グ-0 15 f〆 グ 茶縮色 蒋復白庄痕文 グ-033 11 1 0 11 茶褐色
元口径:呂 9.4cm

2 -016 11 9 ρ 黒褐色研磨 赤色顔料付着。浅鉢 11 - 034 〆/ 1 0 〆ノ 茶褐色

11-017 〆/ 1 1 グ 黒色研磨 浅鉢 (m復元1口径研 : グ← 035 11 1 0 11 茶褐色2 2ι 。磨

ノ〆-018 11 1 0 。 黒色研磨 浅復鉢元口径:2 0.2 cm 

庁

to“
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第7図 I類土器・ E類土器・底部実測図・拓影

第E類土器〈第?図， 020"""024) 

し上LJ

第E類土器は明層出土で出土量は少なく凶化したものにとどまる。従来岩崎式土器といわれ

ているものである。020"""022は同一個体で胴部上位に棒状施文具による太い沈線を施す。地

文は，外面・内面共貝穀条痕である。 023・024は同一個体でロ縁部に棒状施文具による太い

沈線を縦位・横位に施す。口唇部は同一施文具による抑圧刻目を施し凹凸が著しい。地文は外

面・内面共貝穀条痕である。いずれも焼成は良好で胎土は石英・長石・角セン石等が含まれる。

025"'035は I類もしくは E類に伴う底部と考えられる。
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第E類土器

本遺跡において最も出土量の多かったのがE類土器であるo I類土器はW層出土で沈線交を

主体とした文様で、，従来曽畑式土器と言われて来たものであるO これらは器形・文様構成・器

面整形等により 4種類に細分されるO

la類土器〈第8図，第9図， 036，-.，.，085) 

la類土器の文様構成は縦線文を施した後で，横線文，曲線文を施すものである。口縁部は

直行するもの (04cr-043・049・050)と，やや外反するもの (036'-""039・044'-""047)

があるO 口唇部は平担で例外なく刻み目を施す。口縁内面は 8条一 4条の横線文が施される。

036'-""043・049'-""061・063は縦線交と横線文の組み合わせ， 044，-.，.，048・062・064'-""

084は縦線文，横線文，曲線交の組み合わせである。 085は底部の近くと思われる。施文具は

沈線文，口唇部の刻み目とも先端の丸い棒状の施文具を用いたものと思われる。焼成は良好で

胎土は石英・長石・角セン石を主に含むが，中には金雲母を含むもの (078)も見られる。器

面整形はナデ整形が行われている。

Ib類土器〈第9図，第 10区1.第 11図，第 12図， 086'-""192) 

Ib類土器の文様構成は，縦線文，横線文，斜行線文等が見られる。この中にはlIla類と大

きな差異がなく区分するのに困難なものもあるO ロ縁部は直行するものと，やや外反するもの

が見られる。口唇部は平担で刻み目を施したものがほとんどであるが，なかには丸味をおひ'た

ものもあるO 口縁内面には1条一 6条の横線文を施したものが多L、。086・08マ・ 089，-.，.，095・

097・099・101・177・178は口縁部下に童文条の横線交を配し， その下方に縦線交，曲線文

斜行線交等を施すものである。 088・096・098・102・104・105・109・110・179，-.，.，

181は口縁部下に縦線交を配したもので，中I~は曲線文を組み合わせたものもある。これらは

la類と大きな差異はなし、。 099は復元日縁径が 29.4佃を測る01001主外面，内面共にやや鋭い

へラ状施文具により短い横線交を施しているO やや丸味をもっている口唇部には，同一施文具

と思われる刻み目が見られるO 口縁部はやや波状をなしている。 111'-""149はやや長い縦線文

と横線文を主体とした文様構成である0150'-""170は斜行線交，171，-.，.，176は斜行線文と縦線文

を組み合わせた文様構成である0177'-""192は小型の土器であるO 文様構成は大形土器とほと

んど同じであるが，文様は細く鋭い沈緑によるものであるO これら Ib類土器の施文具は086・

087・092・100・106・126・138・139・146'-""149・177"，， 192はへラ状施文具

を，他の土器は棒状の施文具を使用したものと思われる。焼成は良好で胎土は石英・長石・角

セン石等を主に含むが，中には金雲母を含むものも見られる。 106は径約6mmの穿孔が見られ

る。 137は接合部分が明僚に残されている。若号面整形はナデ整形が行われている。
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Ic類土器〈第 12図，第 13図， 1 9 3"-'2 2 0 ) 

Ic類土器の文様構成は綾杉文，鋸歯文，縦線文，横線文等の沈線文と刺突連点文の組み合

わせである。叉短線による四角形の幾何学文様も見られる。口縁部は外反し口唇部には刻み目

を施す。口縁内面には刺突連点文が見られるo193は復元日縁径が 27仰を測る。丸味をおびて

ふくらんだ嗣部より頚部がややすぼまり，ロ縁部は外反する器形を呈する。断面には輪積み技

法によるものと思われる接合部分が認められる。器面は外面，内面共にナデによる整形が行わ

れる。文様はへラ状の施文具により施され，東j突連点文と沈線文が交互に配置される。口縁部

に8列の刺突連点文・頚部に鋸歯文，その下にs列の刺突連点文，胴部に沈線による幾何学文，

胴部下位に 8列の刺突連点文を自己して底部へと移行する。胸部の文様はX字文と四角形文の組

み合わせ，縦線文と S字状文の組み合わせの2つの文様単位を交互に施す幾何学文様である。

口縁内面には4列の刺突連点文，口唇部にも刺突連点文が施される0198はヘラ状施文具によ

り鋸歯状の斜行線文と，細く鋭い東j突連点文を交互に配してある。 200は復元日縁径19.8叩を

測る。丸味をおびた嗣部より頚部でやや内湾し， 口縁部は外反する器形を呈する。底部へと移

行する部分に輸積み技法によると思われる接合部が認められる。器面は外面，内面共にナデに

よる整形が行われる。文様は棒状施文具により口縁部に 2条の横線文，胴部に短線による四角

形の幾何学文を施す。口縁内面には縦線文と 3列の刺突連点文を交互に施す。ロ唇部の刻み目

は荒く凹凸が著しい。外面と口縁内面付近にススが付着している。204"-'220は短線による四

角形の幾何学文様を有する土器である0204"-'213は棒状施文具，214"-'220はへラ状施文具

によるものである。これら置C類土器は器面整形はナデ仕上げで焼成は良好，胎土は石英・長

石・角セン石・金雲母等を含む。

Id類土器〈第 14図，第 15図，第 16図，第 17図， 221"-'320) 

BJd類土器の文様構成は，縦線文，横線文，斜手議文，曲線文，連点文等の組み合わせである

が， .Bl a嵐 Ib頬 Ic類の文様構成のような法則制は見られす，多種多様である。叉，器

印整形が貝穀条痕によるものも見られる0221"-'241は口縁部であるが，直行するもの，やや

外反するものがある。 225・226は粘土ひも状のものを貼りつけて， こぶ状の突起をつくり出

している0227・228・233"-'239には外面・内面共に貝穀条痕が認められる0240は口縁部

に接合部が見られる。 241は口縁端部において急Jこ外反する。243"-'254はへラ状施文具，棒

状施文具により斜行線文，鋸歯文，綾杉文等の文様を施す0251は内外面から穿孔を試みてい

る痕跡が認められる0255"-'262・264"-'267は鋭いへラ状の施文具により不規則な文様を施

す0264・265は内面に貝穀条痕が認められる。256には穿孔が見られる。 251・261・262

は緩合部が明僚である0268"-'2マ4は棒状の施文具により沈線文が施される。2'76"-'278は半

載竹管状の施文具により縦線文を施す0279"-'281は同一個体かとも思われるもので，不規則

な横線文と 2条の縦線交による文様である。横線文の前後蝿係には法則制はなL、。叉これらは

接合部分が明僚である。282"-'293はへラ状・縁状の施文具により施文されてし、る。 286・

289・290・293は沈線が浅くはっきりしない。 294は復元日縁径約32.4cniで口縁はやや外反
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している。外面には斜行線文，内面は横線交，口唇部には刻み目を施す。叉，外面・内面共に

貝穀条痕が認められる。 295・296も貝穀条痕が認められる。29マrv299・301・302はへラ

状施文具により不規則な斜行線文が施される0300・303rv316は外面にヘラ状・棒状の施文

具による不規則な斜行線文・横線交が施されており，外面・内面には貝穀条痕が認められる0

317はへラ状施文具による不規則な直線交(格子目文)，曲線文が絵画的に胞してあ

る。器面は外面・内面共に貝穀条痕が認められる0318"-'320も貝穀条痕が認められる。

E類土器底部〈第 17図，第 18図， 3 2 1rv3 6 0 ) 

E類土器に伴う底部は大部分が丸底であるが，平底で安定性のあるものも少くなし、o321rv 

325は小型の丸底で端正なくもの巣状の文様を呈する。 326は丸底で縦線交を底部近くまで引

きおろし，底部はくもの巣状を呈すると思われる， 327は平底に近い丸底で底には文様は見ら

れなし、0328は底部近くであるが縦線文・横線文が見られる。329rv333はへラ状施交具によ

る短線を斜位・横位に施す。 334は綾杉状の斜線交， 335・336は斜線文， 337・338は短い

横線交を施し接合部が明瞭に認められる。 339は縦線文と底部へ移行する部分に3列の刺突連

点交を施す。 340は平底で，斜線交を施す。底はくもの巣状になるものと思われる0343は平

底で縦線文・横線文を施す。胴部と底部の貼り付け部が明瞭に認められるO 胴部と底部の中聞

に幅7mmの粘土紐状の部分が見られるO 外面にはススが付着している。 344は平底で縦線交を

放射状に近い形で施す。胴部と底部の接合部が認められる0345"-'347は丸底と思われる。底

部へ移行する部分まで‘へラによる縦線文を引きおろす。底はくもの巣状になるものと思われる0

348は尖底に近い丸底で，縦線文・横線交がわずかに認められる。 349は丸底で外面・内面共に

貝穀条痕が認められる。350rv358は平底である0353は短い曲線文・横線文，354は胴部は

縦線文・横線文，底の文様は横線文が施される0 355は底部近くまで縦線交を引きおろし，下

位は刺突文を施しているO 底の文様は円形にs条の沈線をめぐらし内側にくもの巣状の沈線を

施したものと，思われる0356は円形に 1条の沈線をめぐらし内側に斜行線が見られる。 357

358fJ:縦線交を施す。 356rv358は胴蛍sと底部の接合部が明瞭に認められる。 359・360はほ

ぼ直線的に底部へ移行する型であり，底部との接合部は明瞭に認められる0359は縦線文と横

線文， 360は縦線文と斜行線文の組み合わせである。これら底部の焼成は良好で胎土は石英・

長石・角セン石などが含まれる。
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第8表 皿類土器出土一覧表

図審 類 出土区 層 色 調 備 考 図番 類 出土区 層 色 調 備 考

3-03 6 IHa 1 1 lV 4-078 皿a 1 1 lV 茶 掲 色 スス付着

グ-037 〆〆 1 1 M 茶 掲 色 1/-079 " 1 1 H 茶 褐 色

11'-0 3 8 /，〆 1 1 w 茶 褐 色 1/-080 " 1 1 1/ 灰 掲 色

"-03白 " 1 1 H 茶 褐 色 "-081 " 1 0 1/ 茶 褐 色

11 -0 4 0 11 1 0 か茶 褐 色 "-082 " 1 0 〆〆 暗 茶 褐 色

1/-0 4 1 1/ 1 1 1/ 茶 褐 色 1/ - 0 8昌 1/ 1 1 必y 灰茶褐色q

1/-0 4 2 // 1 0 か茶 褐 色 1/-084 1/ 1 1 11 

1/-043 " 1 2 1/ 茶 褐 色 1/-085 1/ 1 1 11 

1/ -044 1/ 1 1 1/ 茶 褐 色 1/-086 IHb 1 1 1/ 黒 褐 色 IH a K近い|

1/ -045 11 1 1 1/ 暗 茶 褐 色 1/ -087 F〆 1 2 /〆 黒 褐 色

1/-046 1/ 1 1 1/ 11-0 8 8 1/ 1 0 1/ 茶 褐 色

1/ '- 0 4 7 1/ 1 0 1/ 1/-089 1/ 1 1 ノノ 茶 褐 色

1/ -048 〆〆 1 1 1/ 1/-090 11 1 2 1/ 茶 褐 色

1/-049 11 1 1 1/ 暗 茶 褐 色 1/-091 1/ 9 11 黒 褐 色

11 -0 5 0 1/ 1 0 11 茶 掲 色 ノノー o9 2 11 1 2 ノノ

1/-051 1/ 1 0 1/ 暗 茶縄色 1/ ，-0 9呂 1/ 1 1 λr 茶 福 色

1/ -052 1/ 1 0 1/ 1/-094 11 9 1/ 茶 褐 色

1/-053 1/ 1 1 λy 茶 褐 色 It - 09 5 11 1 2 11 

1/-054 1/ 1 0 1/ 1/-096 11 1 2 f〆 淡茶褐色

1/-0 5 5 1/ 1 2 1/ 1/-097 1/ 1 2 1/ 黒 潟 色

1/-0 5 6 1/ 1 1 1/ 1/-098 ぁγ 1 0 ι， 茶 褐 色

11-057 /，〆 1 0 1/ 5-099 λy 1 1 〆〆 茶 褐 色 スス付着

1/-058 〆ノ 1 1 11 11-10 0 11 1 1 〆〆 黒 茶 褐 色 波状口縁

1/ -059 Jγ 1 1 〆〆 1/-101 11 1 0 1/ 灰 茶循色 内面事j脱

11-060 〆f 1 1 1/ 暗 茶福色 1/-102 11 1 0 〆〆 茶 褐 色

1/ -061 ノ〆 1 1 '〆 陪 茶 福 色 11-1 0 3 1/ 1 2 It 淡茶褐色

1/-062 It 1 1 1/ 1/-104 1/ 9 グ茶 褐 色

1/ -0 6 3 11 1 0 H 茶 褐 色 1/'-105 11 9 H 淡 茶 褐 色

1/-064 か 1 1 11 1/'-106 1/ 1 0 1/ 明 茶掲色 穿孔あ町

1/ -065 1/ 1 0 1/ 1/-107 1/ 1 0 1/ 灰 茶街角

1/ -066 '〆 1 1 1/ 1/ -108 1/ 1 2 11 

1/-067 11 1 1 11 1/-109 〆F 1 0 H 黒茶褐色

11 -0 6 8 ，ペ' 1 1 /〆 11-1 1 0 1/ 1 2 H 黒茶掲色

4-069 11 1 1 H 茶 褐 色 11-1 1 1 '〆 9 H 黒 褐 色

11-070 1/ 1 1 1/ 1/-112 〆〆 1 1 w 黒掲 色

1/-071 '〆 1 1 H 茶 褐 色 11 -1 1 3 11 1 1 。暗茶絹色

1/-072 J〆 1 0 1/ 1/-114 11 1 0 H 明茶掲色

11-073 /，〆 1 1 必y 1/-115 1/ 1 1 F 茶 褐 色

1/-074 1/ 1 1 λy 1/ー 116 1/ 1 2 H 黒 栂 色

1/-075 1/ 1 1 λy 1/ - 117 1/ 1 0 H 灰茶褐色

1/ -076 1/ 1 1 H 茶 褐 色 11-1 1 8 "〆 1 0 H 黒 侮 色

1/--077 11 1 1 H 茶 褐 色 1/-119 1/ 1 2 H 黒 褐 色
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関番 類 出土t5¥: 屑 色 調 備 考 図審 類 出土区 周 色 調 備 考

5-120 IIlb 1 0 W 暗茶燭色 日 -1 6 2 IIlb q N ~褐色

，，-1 2 1 " 1 0 H 黒栂 色 1/ ~ 1 6日 " 1 0 H 明茶嗣色

"-122 " 1 1 " 1m 褐色 11 - 1 64 " 1 0 H 茶 褐色

"-123 " 1 0 H 茶 燭色 11ー 1自 5 " 1 2 H 明茶褐色

"-124 11 1 0 H 茶 掲色 11- 1 6 6 11 1 1 H 黒1 褐 角

11-1 2 5 11 1 1 w 暗茶褐色 11 - 1 67 fノ 1 1 H 茶褐 色

11 - 1 2 6 11 1 0 H 黒 溺色 11 - 1 68 11 1 1 w 茶 樹 色

" -1 2 7 " 1 2 M 黒栂 色 ". -1 6 9 " 1 1 w 茶 褐 色

，，-1 2 8 11 1 1 " 茶褐 色 スス付着 11-1 70 11 1 1 w 茶褐 色

か 12 9 11 1 0 H 黒 補色 11-1 7 1 11 1 1 H 茶褐 色

かー 13 0 11 1 1 H 茶 褐 角 11-172  11 1 0 11 黒褐 色

" -1 3 1 11 1 0 H 茶 褐色 11-173  11 1 2 H 黒掲 fil 

11-1 3 2 11 1 2 ノア 茶 栂 色 11 - 1 7 4 11 1 0 H 明 茶 褐 色

日 13 3 〆F 1 0 H 茶 掲 色 " -1 7 5 fI 1 1 が 茶 褐 色 スス付着

" -1 3 4 11 1 1 11 黒掲色 11-1 7 6 11 1 0 H 茶 褐 色

11 - 1 3 5 11 1 1 11 I ~\\ 栂 色 7 -1 7 7 11 1 2 w 明 茶 褐 fil

が-136 11 1 0 "茶 褐 色 11-1 7 8 11 1 0 H 暗茶 渇 色

11-137  11 1 0 11 茶 褐 色 輔慣痕の跡が残る か一 17 ¥1 11 1 1 H 暗 茶 褐 色

11-138  11 1 0 11 稿茶樹色
l 同

11 - 1 80 11 1 1 H 茶 褐 色 表商剥脱

11 - 1 3 9 11 1 0 M 暗茶樹色 //-1 8 1 11 1 0 H 茶 褐 色

11-140  " 1 1 H 明茶褐色 輪積の痕跡 が 182 11 1 0 ゲ茶 褐 色

11-1 4 1 11 1 1 H 茶 福 色 11 - 1 8 3 11 1 2 。茶 褐 色 内聞スス付着

" -1 4 2 11 1 0 H 茶 褐色 11 - 1 84 11 1 1 H 茶 褐 色

11-143  11 1 1 "茶 溺色 11 - 1 8 5 F〆 1 1 か茶 褐 色

万一 14 4 11 1 0 11 茶 樹色 11 - 1 8 6 11 1 1 H 茶 掲 fil 

W ← 1 4 5 〆/ 1 1 w 楼茶樹色 11-187  11 1 1 H 茶 褐 fil 

11 - 14 6 11 1 1 H 黒樹 色 " -1 8 8 11 1 0 11 茶 褐 色

11-147  11 1 0 " 11楽茶褐色 11 - 189 11 1 0 U 茶 褐 角

"-148 ノ/ 1 2 "茶 褐色 底部近〈 ，，-1 9 0 11 1 0 w 暗茶褐f1o スス付着

か-1 4 9 11 1 1 11 茶 街色 底部近く 11 - 1 9 1 11 1 0 H 茶 褐色

11 - 1 5 0 〆〆 1 1 H 黒 褐 色 11ー19 2 11 1 0 H 暗茶褐色

11 - 1 5 1 " 1 0 か旦1 褐 色 グ 19 3 皿じ 11 

11-1 5 2 11 1 1 か旦!樹 色 11-194  11 1 1 w 茶 褐 旬

11 - 1 5 3 " 1 0 H 茶褐 色 〆'/-1~q5 11 1 0 H 暗茶褐 F空

11-154  " 1 1 w 茶 褐色 11-1 96 11 1 1 H 暗茶 褐 色 スス付着

11 - 1 5 5 " 1 0 H 茶 褐色 か-1 9 7 11 1 2 11 茶 褐 色

11-156  11 1 1 H 茶 褐 色 ゲー 19 8 11 11 

11 - 1 57 "〆 1 1 w 茶 掲 色 11- 1 C¥ 9 11 1 3 "明茶褐色

11 - 1 5 8 11 9 u 明茶福色 8-200 11 1 2 H 暗茶褐角
外両・仁]縁内部1<::
スス付着

11-1 5 9 "ノ 1 2 H 黒褐 色 スス付着 11-201  11 1 0 H 茶 褐 円

，，-1 60 11 1 2 H 票i 褐色 11 - 2 0 2 11 1 0 H 黒褐 色

，，-1 6 1 〆ノ 1 0 H 淡茶褐 fil 11-203  11 1 1 11 I m 褐 色
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図番 類 出土区 層 色 調 備 考 図番 類 出土区 層 色 調 備 考
8-204 IDc 1 1 W 黒 褐 色 スス付着 9-246 目d 1 1 w 茶 褐 色

1/-20 5 1/ 1 1 1/ 茶 街角 1 / -247 1/ 1 0 1/ 茶 樹 角

1/-20 6 〆f 1 0 /，〆 茶 調 色 1/→ 248 1/ 1 1 1/ J:k茶樹色

1/-207 1/ 1 2 H 黒 掲色 スス付着 1 / - 249 11 1 1 11 暗茶 潟 色

11-2 0 8 11 1 1 '〆 暗茶栂f'I ，，-250 /.ノ 1 1 1/ 茶 福 色

1/-20 9 /，〆 1 0 11 暗茶福色 1/-251 〆ノ 1 0 1/ 淡 茶福色
内外より穿孔をす
るが貫通してむない

1/-2 1 0 〆〆 1 1 1/ 黒 褐 色 1/-252 11 1 0 11 明茶器4色

11-211 11 1 0 1/ 暗 茶掲色 1/- 253 〆〆 1 0 11 淡茶褐f'3

11-2 1 2 11 1 1 〆f 暗茶掲色 スス付着 '/-254 11 1 2 1/ 明 茶褐色

1/-213 11 1 0 1/ 茶 樹 色 スス付着 10-255 11 1 0 1/ 淡茶潟f'l

11 -21 4 1/ 9 1/ 黒 栂 色 スス付着 1/-2 56 11 1 1 " 淡 茶 掲 色 穿羽1ぁ旬

が-21 5 11 1 0 ん' 黒 掲 色 スス付湾 1/- 257 1/ 1 1 11 茶掲 色 」
1/-21 6 11 1 1 /，〆 茶街 色 スス付着 ゲ-258 11 1 1 11 茶筒 色

11 -2 1 7 〆/ 1 2 11 茶樹 色 スス付活 1/-259 Jノ 1 1 1/ 明 茶 倒 色 輪積みのあと

1/-21& 1/ 1 1 1/ 茶 褐 色 1 / -260 1/ 1 1 H 明茶 銅 色

1/-219 11 1 0 1/ 茶 掲 色 1 / - 261 〆/ 1 1 11 茶 街角 2腎碕2T民上43I俳ZUノ4σ〉 ζ

が 220 1/ 1 1 1/ 茶 掲 色 1/-262 J〆 1 1 1/ 乏小E 持d f'l 輪スス積付み着のa;あ1ととIμ]ー

9 -22 1 IDd 1 1 Fノ 明茶補色 1/-263 〆ノ 8 11 茶 編 子百 内記事l脱

1/-222 1/ 1 0 11 明茶燭f'I 1 / -264 1/ 1 1 W 明茶 褐 色 内面条痕

1/-223 11 1 1 11 淡茶燭色 1 / - 265 1/ 1 0 1/ 淡 茶掲色 内面条痕

1/-224 r〆 1 0 1/ 茶 褐 f'I 1/-266 11 1 1 H 茶 褐f'I

1/-225 1/ 1 0 〆/ 明茶福色 11-267 1/ 1 0 1/ 茶 縄 f'I 

11-226 1/ 1 0 1/ 黒 侮 色 1 / - 268 11 1 2 11 灰茶掲f'l

11-227 J〆 1 2 1/ 茶 樹 色 内ス面ス付:条看痕 1/-2抗日 〆/ 1 1 w 茶 褐 色

万 一 228 1/ 1 0 ノ〆 茶 褐 色 内面:条痕 1 / - 270 r〆 1 1 H 茶褐 色

11 -22 9 ノ〆 1 2 w 淡茶褐色 1/- 271 〆f 9 w 黒褐 色

11-230 〆/ 1 3 11 陪茶溺色 1 / - 272 1/ 1 0 1/ 淡茶掲色

1/-231 1/ q 〆'/ 暗茶福f'l 1 / -273 '〆 日 1/ 茶掲 o 

1/-232 1/ 1 0 1/ 茶 褐 色 1 / -274 1/ 1 0 H 茶 褐 色

1/-2 33 ノノ 1 2 H 暗茶掲色 1 / - 275 /.〆 1 0 H 茶 福 色

11-234 11 1 2 1/ 淡茶褐色 1/- 276 ，〆 1 2 H 茶 褐 色

1/-23 5 1/ 1 0 ρ 茶 褐 色 1 / - 277 1/ 1 2 w 茶 褐 色

1/-236 1/ 1 0 w 黒溺 色 1/-278 1.〆 1 2 H 茶褐 色

グ-237 f〆 1 0 グ黒l 掲 色 スス付着 1/-279 1/ 9 H 稿茶 褐 角 輪ス積スみ千、十の湾あと

〆'/.-2 3 8 1/ 1 1 1/ I ~巳縛 色 スス付者 1 / - 280 1/ 1 1 H 暗茶栂角
輪積みのあと
スス付者

1I-'23Q 1/ 1 0 H 県l 掲 色 スス付着 1/- 281 1/ 1 1 1/ 茶 掲 f'I輪積み

1/ - 2 40 1/ 1 0 w 暗茶褐色 後合部分事i脱 1 / - 282 1/ 1 0 1/ 暗茶 福 角

1/ - 2 4 1 J〆 1 1 w 明茶褐色 1 / - 283 "〆 1 1 H 黒褐 f'l 

1/-2 4 2 1/ 1 1 H 茶 褐 色スス付着 1 / - 284 1/ 1 1 1/ I f火褐 o 

1/-243 "〆 1 1 H 灰茶栂色 1 / - 285 " 1 1 H 茶褐 o 

1/-244 1/ 1 0 1/ 茶 褐 色 1/- 286 1/ 1 0 H 茶掲 色

1/ - 2 45 〆J 1 0 1/ 明茶褐色 1/-287 1/ 1 1 H 茶 褐 色

- 35-



図 番 類 出土区 層 色 調 備 考 図番 類 出土区 層 色 調 備 考

10-288 国d 10 lV 11*褐色 12-325 底部 1 1 H 茶褐色

グ-289 λr 12 グ祭褐色 グ-326 〆/ 1 1 11 茶褐色

11 -2 9 0 11 11 グ茶褐色 スス付着 グ-327 // 11 // 茶褐色 輪積みのあと

グ 291 // 11 グ灰街色 // -3 2 8 〆F 12 〆〆 茶樹色 スス付着

グ-292 // 12 グ茶褐色 スス付着 グ-329 // 1 1 11 茶褐色

グー293 λY 11 ρ 黒掲色 スス付着 グ-330 // 10 // 茶褐色

11-294 〆/ グ黒掲色 グ-331 // 1 1 // 茶や褐や色白っぽい

1/ -2 9 5 /1 11 H 淡茶褐色 // -3 3 2 λr 1 1 11 茶綱色

// -2 9 6 /1 11 グ茶褐色 グ-333 11 10 〆/ 茶褐色

グ-297 /1 10 11 黒褐色 スス付着 グ-334 〆/ 12 // 黒銅色

グ-298 /1 〆f 明茶褐色 グ-335 ，ち' 10 /1 茶褐色

グ-299 F〆 11 λF 黒福色 スス付着 13-336 〆/ 11 /1 茶褐色

11 -300 /1 10 ノγ 茶褐色 スス付着・条痕 グ-337 11 1 1 11 暗茶褐色 輪積みのあと

// -301 /1 10 H 明茶褐色 // -3 3 8 〆ノ 10 /1 茶掲色 条痕

ゐ//-302 λF λr 茶掲色 スス付着・条痕 グ-339 11 10 ノソ 明茶褐色

グ-303 /1 ノγ 陪茶褐色 条痕 グ-340 〆/ 11 /1 茶褐色

グ-304 /1 11 黒褐色 スス付着・条痕 11 -341 // 12 // 茶褐色

グ-305 〆/ H 灰褐色 スス付着・条痕 グ 342 ノγ 10 // 明茶褐色

か -306 /1 バr 暗茶掲色 輪条積痕みのめと グ-343 λ， 1 1 /1 黒褐色
スス付着
輪積みのあと

グ-307 グ 〆/ 茶褐色 スス付着・条痕 グ-344 λ， 12 〆/ 茶褐色 接合部で剥脱

グ-308 グ /1 黒褐色 スス付着ー条痕 1/ -345 11 1 1 ノγ 白っぽい茶褐色

// -309 11 10 グ 黒 褐 色 条痕 /1 -346 メY 10 〆/ 白っぽい茶褐色

が -310 1/ グ 黒掲色 スス付着・条痕 /1 -347 1/ 11 11 茶栂色 内面剥脱多い

グ-311 グ 11 暗茶褐色 条痕 11 -348 λr 1 1 11 茶褐色

グ-312 /1 11 灰褐色 条痕 グ-349 〆/ 11 〆/ 白っぽい茶褐色 内面条痕

// -31 3 /1 11 灰茶褐色 スス付着・条痕 グ-350 〆〆 10 〆ノ 茶掲色

グ 314 /1 10 〆/ 茶褐色 条痕 グ-351 /1 1 1 〆/ 茶褐色

// -3 15 /1 グ 黒褐色 条痕 グ-352 11 10 グ 茶褐色

グ-316 F〆 グ茶掲色 条痕 グ-353 Fノ 10 Fノ 茶褐色

12-317 /1 11 議栂色 条痕 11 -3 54 11 10 // 

グー318 λ/ 12 グ 灰茶掲色 内面条痕 グ-355 〆〆 10 必F

グ-319 /1 10 H 茶褐色
内面条痕

ノノ 356 λy 10 /1 接合部
スニ気付着

/1 -3 2 0 11 〆ノ 〆~ -3 5 7 11 9 // 接合部

11-321 底部 12 グ茶褐色 くもの巣伏 グ-358 Fノ 11 /1 接合部

11 -322 /1 11 グ茶褐色 くもの巣伏 グ-359 κ， 9 11 暗茶褐色 接合部

// -3 23 /1 11 グ茶褐色 くもの巣状 11 -3 6 0 メr 11 /1 |茶褐色 接合部

グ-324 λF 11 グ茶褐色 くもの巣状
L一一一
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事類土器〈第 19図， 361"-'368) 

本遺跡の間類土器は別層の出土であり，出土量は少なく，図化しただけにとどまる。器面の

調整は内外面ともに貝穀条痕を斜位および横位に走らせ調整しているO 器形はすべて破片のた

め不明である。361"-'366は内外の条痕は深く，荒く施され，焼成は良好である。胎土には石

英・長石・金雲母などの微粒子を多く含んでいる。361"-'366は同一個体と考えられる。367

は外面に磨耗が著しいため条痕は不明確で，内面は斜位l乙条痕が施されている。368は内外面

ともに斜位と横位の条痕が浅く端正に施され，胎土には砂粒子を余り含んでいなし、。

第 4表 町類土器出土一覧表

図 番 類 出土区 層 色 調 備
ト一一

考 図 番 類 出土区 層 色 調 備 考

14-361 W 1 1 W 黒褐色
3 61 ~3 66 

14-365 W 1 0 N 茶掲色
3 61~3 6 6 

1/ -362 1/ 1 1 

1/ -363 〆〆 1 0 

1/ -364 1/ 1 1 

卜一一 同一個体?

H 茶褐色 1/ 1/ -366 

H 茶褐色 〆/ 1/ -367 
十一一

H 茶褐色 11 1/ -368 

361 

第 19園 町頬土器実測凶・拓影
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1/ 

λy 

1 0 月茶褐色

1 1 H 淡茶褐色

1 0 H 明茶褐色
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5cm 
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第 V類土器

第E類土器と同じように多量に出土したのがこの第 V類土器であるo 第V類土器は R層出土

です't線文・撚糸交・期l突連点文・貝穀文等が見られるので，従来塞ノ神式土器といわれている

ものであるO これらは撚糸文系(塞ノ神A式)，貝穀文系(塞ノ神B式)とに区分されている。

それにならって第 V類土器を. VA類. VB類に大別する。

VA類〈第20図，第21図，第22図，第23図，第24図. 369"-'482) 

VA頻は沈繰，撚糸文，刺突文芸事を施す土器で，従来塞ノ神A式と呼ばれているものに相当

する。 369はふくらみをもった嗣部から頚部がややしまり，短く鋭角に屈折してラ3 ッパ状の口

縁部となる。復元口縁径は33.6crn 口縁端部は薄くなってくるが，口唇部には刻み目が見られ

る。文様は幅約 1cmの網目撚糸文が頚部より底部近くまで見られるO その後で口縁部直下より

胴部上位にかけて 9条の沈線をめぐらす。叉 9条の沈線の後に斜行する 8条の沈線をも施して

いる。 H岡部下位にも撚糸交の後で8粂の沈線をめぐらす。焼成はやや不良で謡曲がもろL、。胎

土は石英，長石等を含む。 373は円筒形状の嗣部をなし，頚部は鋭角に屈折してラッパ状の口

縁部となるO 復元日縁径は14cm. 口唇部には刻み目が見られる。文様は幅0.7cmの網目撚糸文

が頚部以下に見られる。沈線は撚糸交の後で施されたと思われるが，口縁部直下に 2条，頚部

に2条，胴昔sにも 6条めぐらされているO 焼成は良好で、胎土は石英，長石，角セン石等が含ま

れる0374は円筒形状の目|司部をなし，類部は鋭角に屈折してラッパ状の口縁部となる。復元口

縁径は18.4cm，器高は底部がなく不明確であるが，推定で 14cmであろう。口唇部には刻み目が

見られる。文様は撚糸交を縦位に配し，その後沈線を施す。口縁部直下より類部にかけて 9条

の沈線をめぐらしそのうえに楕円形状の円を描く。胸部には7条の沈線をめぐらし，その後

半円を描くJ同部と底部の接合部が明瞭に認められるO 焼成は良好で胎土は石英，長石，角セン

石等を含む。370"-'372・375"-'377はいずれも頚部が「くJの字に屈折し， ラッパ状の口縁

をなすものである。文様は沈線交と，撚糸文が見られる0378・379は頚泌が「くJの字状に

屈折しラッパ状口縁をなすものであるO 口唇首j5には刻み目を娠し，頚部などtこ沈線をめぐらす0

380と381は同一個体と忠われる。 嗣訴がややしまり口縁部はゆるやかに外反する。口唇部に

は刻み呂が見られる。文様は幅3.5cmの網目撚糸文を施した後で， 口縁部直下・類部・胴部に

沈線を施す。焼成はやや不良て嘘回は風化が著しL、。胎土は石英，灸石，角セン石が含まれる0

382・383は無文である。382は優元口縁径 14cmでやや小型で、ある。 383は復元日縁径31.8

叩をlltUる。波状口縁をなす。384"-'390は沈線をめぐらした口縁部である。391"-'423は沈線

と網目撚糸文を施すものである0391・392・394・405は「く」の字状に屈折する類部であ弘

焼成は大部分が良好であるが，中には不良で風化の著しいものも見られる。 424は沈線と撚糸

文を施す頚認で「く」の字状の屈折を呈する。 425・426は押し引き状の連続刺突文を施すも

ので、ある。 427・428は器面を丁寧に厚手きあげて沈繰を施すものである。429"-'430・437は

ラッパ状に外反する口縁部であるが， ロ縁端においてわずかに内湾する。口唇部は内側lが斜め
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に削り取られているため先細になっており，外側には刻み目を施す。 429~433は沈線と連続

刺突文， 437は浅い条痕状の沈線を施す。434"-'436は「く Jの字状に屈折して外反する口

縁部の途中から反対に内側へ屈折してロ縁部に至るものである。口唇部には刻み目を施す。文

様は直線あるいは曲線の沈線により無文の部分と細い刺突文を密に施した部分とに分ける。

456はこれらの口縁と同じタイプの土器の頚部と思われる。437'"'-'447は沈線を主体と Lたも

のである。448'"'-'451・454・455は沈線と刺突連点文による文様である。 452は頚部に3条

の沈線をめぐらし，沈線聞の突帯状に残った部分に細L、刻み目を施す。叉頚部の下方には撚糸

交がわずかに認められる。 455は頚部に 1条の刻み目の細隆起突帯をめぐらす。胴部には撚糸

交が認められる。457は沈線聞の突帯状に残った部分に小さい刺突文を施している。 458"-'

'470は撚糸文あるいは網目撚糸交を沈線の区画内に施すものである。 470は頚部が「く」の字

状に屈折しラッパ状の口縁部をなす。復元日縁径は35cmを測る。口唇部には刻み目が見られゐ

頚部には 2列の波状沈線をめぐらす。頚部とロ縁部の聞に沈線の区画内に撚糸文を施している

幾何学文と，波状沈線を縦に描く規則1IJIJのある文様構成が見られる。胴部は破片が少ないため

全容は判明しないが，口縁部と似たような沈線の区画内に撚糸交を施している幾何学文が施さ

れているものと思われる。焼成は良好で胎土には石英，長石，角セン石等が含まれる。 471'"'-'

482は VA類に伴うと思われる底部である0471は沈線，撚糸文が底部付近まで施されてい弘

476"-'478はやや上げ底の底部円板である0477 は接合部が明瞭に認められる。47~482 は

底部からの立ちあがりがやや聞きぎみで胴部が張る器形の底部と忠われる。焼成は良好で胎土

は石英，長石，角セン石等が含まれる。

以上 Va娯土器の中で369"'458は塞ノ神Aa式， 459'"'-'470は塞ノ神Ab式と思われる。

V B類土器〈第25図，第26図，第2マ図， 483'"'-' '544 ) 

VB頬は貝穀縁による押し引き状の連続刺突文(以下貝穀縁連続刺突交とする)，沈線文等

を施す土器で従来塞ノ神B式といわれているものである。483'"'-'48マ・ 493がある程度復元を

危し得たものである0483はやや張ったH同部から頚百1)は「く」の字状に屈折し，ラッパ状口縁

をなすもので復元口縁径は 32cmを測る。口唇部は平担で口縁端部に貝穀縁による押圧交が見

られる。口縁部から頚部にかけては 5条の貝穀縁連続刺突文を山形に施す。その下に1条横位

の貝穀縁連続刺突文をめぐらす。嗣部にはへラによる鋭い沈線が斜めに施される。器面整形は

外面・内面共に貝穀条痕である0484は頚部が「く」の字状に屈折しラッパ状口縁をなすもの

で復元日縁径は30.8cmを測る。口唇部は平担で口縁端部には貝穀縁による押圧文が見られる。

口縁部から頚部にかけては5条の貝穀縁連続刺突文が山形に施される。器函整形は外面におい

ては貝穀条痕を消しているが，内面はそのままである。485は頚部がやや丸みを帯びて外反し

口縁梢はわずかに内湾する。復元日縁径は24.4αnを{則る。貝穀縁連続刺突文は口縁端部・口縁

中位・頚~mにめぐらしその中聞はへラによる整形痕が見られる。 486 は頚部が「く j の字状

に屈折しラッパ状口縁をなすもので復元日縁笹は20，2crriを測る。口唇部は平担で口縁端胡iから
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頚部にかけて 5条の貝穀縁連続刺突文をめぐらす。 487は頚部が「く Jの字状に屈折しラッパ

状口縁をなすもので復元口縁径27.2cniを測る。口唇部は平担であるが，貝穀縁による押圧文が

見られるO 口縁部から頚部にかけて4条の貝穀縁遠続刺突文をめぐらす。493は口縁径15.2cm

底部径 10cm. 器高 14.7cmのやや外ひ酔らきの円筒形土器である。口唇部は平担であるO 口縁端

より底部近くまでほぼ等間隔に7条の貝穀縁連続料突文がめぐらされる。以上はいずれも器壁

がやや厚く焼成も良好であるが.486だけは石英粒が多量に含まれるため表面がザラザラして

いる。胎土は石英，長石，角セン石等を含む。 485 には金雲母も含まれる。，488~491はへラに

よる沈線文を施すものである。 490・491は沈線による区画の中に貝穀縁による条痕を施す。

焼成は良好で，胎土には石英. j乏石，角セン石等を含む。492はわずかに閥く直行に近い口縁

部であるO 口縁端部と嗣部に浅い貝穀縁連続期j突文をめぐらしその中聞には貝穀条痕を施す

ものであるO この土器は493と同じような円筒形状と思われる。494'"'-'517は貝穀縁連続刺突

文が施されているものである0494'"'-'517は外反するロ縁部がわずかに内湾するものである。

494はへラによる整形が見られるが貝穀条痕が浅く残されている。叉穿孔も認められる。496

は内面に貝殺条痕をそのま L残すが外面はへラにより仕上げをしており刺突文も浅くなってい

る。 499は外面・内面共に貝穀条痕による整形がなされている。 502は頚部に貝穀縁連続刺突

文がめぐらされ，苦言面は貝穀条痕による整形がなされている。503・504は同一個体と思われ

る。これらは全体的に焼成は良好であるが.501・502・508・509・515はもろく風化も著

しし、。胎土は石英，長石，角セン石等が含まれているが，金雲母，輝石を含むものも見られるo

518'"'-'531は沈線あるいは貝穀条痕が施されている土器であるO 沈線はヘラによる鋭い文様が

施されている。520""523・525・526は内面には貝穀条痕が浅っているが，外商は丁寧な整

形がなされて ~'00526 ・ 528 にはわずかではあるが，貝穀縁連続見事j突交が認められる。 524

は内面の貝穀条痕は良く残っているが，外面はへラ仕上げにより浅くなっている。520は接合

部が明瞭に認められる。529'"'-'531は鋭いへラによる不規則な沈線を施すものである。529は

外国，内面とも貝穀条痕による整形が見られる。 531は丁寧な整形であるが剥脱が著しし、。焼

成は良好である。532"'-'539は格子目沈線交を施すものである。 532は「くJの字状に屈折す

る頚部である。頚#11に貝穀縁遠続期j突文をめぐらし嗣部に格子目交を婚す。他はし、ずれも嗣部

である。焼成はやや不良で沈線の明瞭でないものもあるo 飴土は石英，長石，角セン石等が含

まれる。540"'-'544は VB類土器に伴う底部と忠[われる。 540は経11.4cm'で直行ぎみに立ちあ

がる。底部と胴部の貼りつけが胡僚に認、められる。541"'-'544は底部からのたちあがりがやや

開きぎみである0543は底部径が12.5閣で1底部と81司部の貼りつけが明瞬に認められる。焼成は

良好であるO

以上 VB乗員土器の中で490・491は塞/f!llβc式，532"'539は塞ノ神βd式と忠われる。
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第 5表 V類土器出土一覧表

図番 類 出土区 層 色 調 備 考 図番 類 出土区 層 色 調 備 考

15-369 VA 1 0 W 陪茶褐色 17-411 VA 8 VJ 茶 褐 色

370 11 1 0 '〆 茶 持層 色 412 11 9 11 暗 茶 褐 色

371 11 8 /，〆 茶 掲 色 413 〆/ 1 0 11 培茶褐色

372 κr 8 11 f炎茶褐色 414 11 1 0 ノ〆 暗茶褐色

373 11 9 11 茶 褐 色 415 11 8 11 茶 褐 色

374 11 8 11 やや白茶っ褐ぽ何い 416 11 1 0 11 茶 褐色

375 11 8 11 暗茶褐色 417 11 9 1/ 回っぽい茶褐色

376 11 6 1/ 茶 褐 色 418 11 5 ノ/ 茶 掲 色

呂77 11 6 1/ 灰 褐 色 419 11 7 11 茶 褐 色

16-378 11 1 1 11 明茶掲色 420 1/ 5 11 臼 「 ぽ 選 盤 剥脱

呂79 11 7 11 茶 褐 色 421 11 1 2 11 茶 褐 色

380 11 9 11 茶 褐 色 同 個 体 422 11 自 〆〆 同勺I~ι室、温色

381 /〆 9 1/ 茶 褐 色 )風化著しい 423 ノノ 6 〆ノ 同つI~，茶、褐色

呂82 fノ 8 1/ 茶 褐 色 無文 424 11 自 11 I~ ，茶、褐色

383 11 7 ノノ 暗茶褐色 無文山形口縁 425 1/ 7 11 茶 掲 色

384 11 日 ノ/ 茶 褐 色 やや山形口縁 426 んF 7 H 茶 褐 色

385 λy 7 1/ 茶 褐 色 427 λF 9 1/ 茶 褐 色

386 1/ 6 1/ 暗 茶褐色 428 11 自 11 茶 掲 色 内面剥脱

387 11 6 〆/ 茶 褐 色 18-429 11 6 11 茶 褐 色

388 1/ 8 11 茶 掲 色 430 11 6 11 茶 褐 色

389 11 自 メ〆 茶 褐 色 431 11 5 11 灰茶補色

呂90 11 9 11 茶 褐 色 432 11 9 H 暗茶褐色

391 1/ 8 H 茶 褐 色 433 11 5 11 灰 褐 色

392 ノノ 1 0 M 暗茶褐色 434 11 9 11 白っぽい蓋週負
十一

393 11 q H 茶 褐 色 435 11 9 11 白っぽい茶褐色 一・段口縁

394 1/ 8 H 茶 褐 色 436 11 8 11 同っぽい茶褐色 一段口縁

395 1/ 日 H 茶 褐 色 437 11 1 0 11 暗茶褐色

呂96 11 6 H 茶 褐 色 4日8 11 5 11 灰 褐 色

17-397 11 9 11 白っ I~茶u褐色 439 11 5 11 茶 掲 色

398 11 q H 灰 褐 色 440 ノノ 7 11 茶 褐 色

399 11 9 H 灰 掲 色 441 1/ 6 H 茶 褐 色

400 11 9 w 灰 褐 色 442 11 9 H 灰 茶 褐 色

401 ，υ 9 H 茶 褐 色 443 11 8 H 茶 褐 色

402 1/ 6 1/ 茶 褐 色 444 11 7 H 茶 褐 色

403 11 日 日つぽι茶J褐色 445 11 7 H 茶 相局 色

404 〆/ 9 w 黒褐 色 446 r〆 9 w 茶 褐 色

405 11 1 0 H 茶 褐 色 447 11 1 0 H 茶 褐 色

406 11 1 0 w 茶 掲 色 448 11 5 H 茶 褐 色 期j突文

407 11 7 〆r 日つほ:'，茶、褐色 449 11 7 H 茶 褐 色 刺突文

408 11 8 H 茶 持層 色 450 11 自 H 茶 掲 色 刺突文

409 11 9 H 茶 褐 色 451 11 日 w 茶 制局 色 刺突文

410 11 6 H 茶 褐 色 452 11 9 y 白勺ぽい茶褐色 1帯(Ij変み形を持撚糸つ文極細。突

一一一一
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図落 類 出土区 層 色 調 備 考 図 番 類 出土区 層 色 調 備 考

18-453 VA 7 明暗茶縞色 刻みをj持醐つ突帯 21-495 Vb 6 官 暗茶褐色 内条外痕面が見られる

11 -454 F〆 7 H 茶 褐 色 /1 -4 9 6 I 11 6 w 暗 茶 褐 色 内外条痕血が見られる

11 -455 11 7 H 茶 褐 色 11 -497 1" 白 H 暗 茶 褐 色

11 -456 〆" 8 H 茶 褐 色 11 -498 I 11 7 H 茶褐 色

11 -457 〆〆 7 臼っぽい
剥脱 /1 -499 [" 6 H 明茶褐色

H 茶掲色

ノノ -458 11 5 w 茶 褐 色 " -500 〆r 5 H 茶褐 色

11 -459 " 1 0 11 茶 褐 色 塞ノ神Ab " -501 " 6 H 暗 茶 褐 色

" -460 f〆 6 H 茶 褐 色 11 .-502 I 1/ 7 H 茶掲 色

11 -461 ノ/ 6 " 茶 褐 色 " -503 1" 5 "茶 掲 色

" -462 " 5 ，γ 茶 褐 色 11 -504 " 7 H 茶 褐色

" -463 〆r 6 11 茶 褐 色 /1 -505 I fI 6 が 淡 茶 褐 色

" -464 " 6 11 白~ "1"い 11 -506 " 7 H 淡茶掲色
茶褐色

" -465 " 7 " 茶褐 色 "-507 1" 6 H 茶褐 色

" -466 f〆 6 〆ノ 茶縞 色 " -508 1" 6 H 茶 褐 色

" -467 " 6 " 茶 褐 色 11 -509 11 6 "茶 褐 色

" -468 " 6 11 日っ"n、 " -510 1" T 11 淡茶掲色
茶褐色

11 -46 9 〆〆 T ，γ 茶褐 色 11 -511 1" 7 グ淡茶褐色

19-470 11 5 w 陪茶褐色 11 -512 11 6 w 茶渇色

11 -471 11 1 1 11 茶 褐 色 11 -513 1" 7 H 明茶褐色

" -472 11 6 11 茶 褐 色 11 占 514 ，γ 7 H 茶 褐 色

11 -473 11 6 " 茶 褐 色 11 -515 11 6 w 淡茶褐色

11 -474 fノ 日 11 茶 褐色 11 -516 1" 7 " 茶 褐 色

〆 -475 〆" 9 " 暗茶褐色 1/ -517 I fI 9 H 明 茶 栂 色

" -476 ノ/ 9 " 茶褐 色 " -518 1" 5 H 暗茶褐色

" -477 " 8 " 茶 掲 色 11 -519 fノ 的 w 暗茶褐色

" -478 〆〆 9 ，γ 茶 褐 色 " -520 1" 6 H 暗茶褐色

" -479 ノノ 9 " 茶褐 色 " -fi21 1" 5 H 茶 褐色

" -480 〆〆 1 0 w 茶 街色 11 '-522 1" 6 H 楕茶掲色

11 -481 11 6 11 茶 褐色 11 -523 11 6 H 茶褐 色

11 -482 11 白 H 外内商面 茶黒褐褐色色 "-5241" 6 グ茶 褐 色

20-483 Vb 6 百 明茶褐色 11 -525 11 6 グ茶 褐 色

11 -484 11 6 11 明茶褐色 "-526 111 自 グ暗茶褐色

11 -485 11 6 11 明茶栂色 '1 -527 [11 6 H 茶 褐 色

" -486 11 5 w 稽茶褐色 "-528 111 6 H 茶 褐 色

" -487 11 6 〆f 茶 褐色 22-529 11 6 H 明茶褐色

11 -488 ノ〆 7 11 灰 掲 f1;. 11 -530 1" 6 H 茶 褐 色

〆" -48日 11 7 H 灰 褐 色 11 -5，31 〆" 6 グ淡茶褐色

11 -490 〆〆 5 " 培茶褐色 11 -532 1" 自 w 茶 褐 色 塞ノ神Bd

" -4 q 1 〆〆 5 H 階茶褐色 11 -533 1" 6 H 茶 褐 色 寒ノ神 Bd 

11 -492 rノ 6 H 茶 褐 色 。 534 11 6 H 黒茶褐色

11 -493 11 7 〆〆 やや臼茶っぽ揚色い 1/ -585 1" T H 茶掲 色 536同・5一s個8体と

21-494 11 6 万茶 掲色 穿孔がある 11 -536 " 7 11 茶褐 色 535同5一8個8体E 
L一一一
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図 蕃 類 出土区 層 色調 備考 図番 類 出土区 層 色調 備

22-537 Vb 6 W 茶褐色 22-541 Vb 5 W 茶褐色

11-538 11 7 ，ゲ 茶褐色 国同一5・個53体6 と H 一弘2 1/ 7 〆〆 茶褐色

1/-539 1/ 6 κr 茶福色 1/-543 ノノ 6 〆/ 灰褐色

1/ -540 11 6 λr 茶褐色
底部は円板

1/-544 H 6 1/ 黒褐色貼打つけ

第百類土器〈第28図， 5 45"-'562 ) 

第羽類土器は現層出土である。出土量はわずかである0545"-'554は刻み目のある細隆起突

帯を施すものである。器形は口縁部・底部がないので全客は判明しないが，胴部が球形状に大

きくふくらむものと思われる。細隆起突帯は貼りつけであり，横位もしくは斜位に施す。器面

は外面・内面共に丁寧なナデによる整形が見られるO 焼成は良好で胎土は石英，長石，角セン

石等が含まれるが，中には金雲母，輝石が含まれるものもある。555は胴部が球形状にふくら

む器形である。頚部と思われる部分に4条の沈線をめぐらす。沈線の下には 1列の刺突連点文

を施しているo 器面は外面・内面ともナデによる整形がなされる。焼成は良好である。胎土は

精選された土で・石英，長石が含まれゐ。 556は頚部に 1条の貝穀縁連続刺突文をめぐらしJ岡部

は球形状にふくらむO 焼成は良好で，胎土に石英，長石，角セン石，輝石が含まれる0562は

球形状にふくらんだ胴部で，焼成は良好，胎土は精選された粘土に石英，長石が含まれる。

考

557"-'561は小型の土器である。 557は復元口縁径が8.6田を誤ijる。 558は復元日縁径 7.2cm 

で口縁部は肥厚し内側に突出している0559は復元日縁径 7.7cmでやや山形口縁を呈し，山に

なっている部分にこぶ状の突起を有する。 560は復元日縁径 9cmを測り， a同古sに8条の沈線を

めぐらす。 561は復元日縁径10.2cm，底司経6.5cm器高は3.3cmを測る浅い皿状の土器である

557"-'560は口縁部だけで全体器形は復元不可能であるo 焼成は良好で，胎士は精選された粘

土を使い，石英，長石，角セン石等を含む。

第 vl類は今までに型式名のないものであるが，時刻としては第 V類(塞ノ神式)と大差はな

いものと思われる。口縁部・底部などがないため全体器形は判明しとよい。

第四類土器〈第29図， 563"-'570) 

第刊類土器はVlJ脅出土，出土量はわずかで凶化したものにとどまる。563"-'565は同一個体

と忠われる。文様11.4筋を単位とした貝穀縁による浅い条痕文により波状文等が施される。

563は口縁部で口唇百sには刻み目が見られるO 文様は貝穀条痕で三角形を描き横には波状文が

泌される。564・565は嗣百11で波状文が施される。焼成は不良，胎土は石英，長石，角セン石，

輝石が含まれる。 566は4筋を単位とした只穀縁による太白の条痕文で菱形を構成する。568

は荒い貝穀条痕を羽状に施す。 56マは太い沈線を斜位と横位に施す。569はへラによる沈線を

羽状に泌す。 570は斜行する撚糸交が施される。第四類は今までに型式名のないものである。
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第咽類土器〈第29図， 57 1"'58 1 ) 

第珊類土器はH層出土である。出土量は少なく図化しただけにとどまる。従来平梼式土器と

いわれているものである。571"'573は外反する口縁部で口唇部には刻み目を施すものであとb

571は口縁と頚部の中間に段を設けている波状ロ縁である。文様は沈線と刺突交を交互に施し

たものである。 573は口縁部に貼りつけによる段を設ける。文様は浅い沈線文が施される。

5マ4はやや内湾寸る口縁部で口唇部に「ハJ状の刻み目を施す。文様は沈線文が見られる。

575は小型土器の頚部で「くJの字状に屈折する。頚部に沈線と刺突交をめぐらし，胴部は4

条の沈線を山形に施すものである。576"'580は斜行縄文を施すものである。 578・579は結

束のある斜行縄文である。 580は刻み目突帯と結束のある斜行縄文を施したものである。 581

は580と同様の刻み目突帯を有し，突帯の下方に波状の沈線文を施すものである。焼成は良好

で，胎土は石英，長石，金雲母等を含む。

第E類土器〈第29図， 5 8 2 ) 

第E類土器は刊層出土の土裁で，出土したのは 1点だけである。従来吉田式といわれている

ものである。口縁昔sはわずかに外反するもので復元口縁径は20crnを測るo口唇部は平担でへラ

による刻み目を施す。口縁端部には貝穀腹縁による刺突文を横位に 2条めぐらし，下方には横

位の押し引き文を施す。押し引き文の上にはクサビ形貼付文が付けてある。焼成は良好で，胎

土は石英，長石，角セン石を含む。

第I類土器〈第29図. 583"'5 8 9 ) 

第 I類土器は事層出土で出土量は少なく図化したものにとどまるo 従来，石坂式土器といわ

れているものである。583は外反する口縁部である。口縁から頚部にかけて刺突交を羽状に施

し， a同部には横位の貝穀条痕文が施される。584"-'588は貝穀条痕文を施す嗣部である。 589

は底部で，復元底部径 8.5佃を測る。底部からの立ち上りはわずかに開くがほぼ直行である。

焼成は良好で胎土は石英，長石，角セン石等を含む。
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第 6表 百類・酒類・噛類.IX類.v類土器出土一覧表

図 番 類 出土区 層 色 調 備 考 図番 類 出土区 層 色 調 備 考

23-545 VI 8 明 茶補色 極(主細j目・突)帯 24-568 四 5 VI 明茶褐色 内面剥脱

グ -546 // 7 11 茶褐色 ノ/ グ 569 〆/ 1 0 グ 明茶褐色

グー 547 メソ 6 11 茶褐色 11 11 - 570 ノノ 6 グ 灰 補 色 縄文?

グ -54 8 ノア 6 11 黒茶褐色 〆〆 グ-571 咽 7 グ 明茶栂色 波状口縁

グ -54 9 11 6 11 黒茶補色 11 11 - 572 11 6 グ 黒茶褐色

グ -550 1/ 8 11 茶褐色 "ノ か-573 バr 1 0 グ 灰茶褐色

グ -551 11 9 ノノ 淡茶褐色 11 グ-574 11 B グ 茶 褐 色

グ -552 グ 7 11 茶褐色 11 11 - 575 11 6 H 黒褐色 小型

グ-553 11 6 〆ノ 暗茶樹色 11 グ 576 11 1 0 グ 茶 福 色 斜行縄文

11 - 554 〆/ 8 ん' 茶補色 11 11 - 577 11 1 1 H 茶褐色 斜行縄文

11 - 555 刊 6 ノノ 〔(外内))明黒茶褐掲色色 11 - 578 メy 9 グ 明茶樹色 結束の品る縄文

グー 556 11 6 11 暗茶樹色 グ-579 /〆 6 グ 明茶褐色 結束のある縄文

11ー 557 11 1 0 11 茶褐色 グー 580 11 1 0 グ 黒茶褐色 結刻目突帯
東のある縄文

11 - 558 ノノ 自 11 茶褐色 11 - 581 11 8 グ 階茶褐色 刻日突帯。沈線

11 - 559 ノノ 7 11 暗茶褐色 こ口ぶ縁伏。突起をもっ 1/ - 582 E 5 グ 明茶褐色 貝殻刺突文・さぴ伏

グー 560 11 1 0 /，〆 茶褐色 11 - 583 I E w 灰茶褐色 府j突文・貝利条痕

か-561 ノ/ 8 11 明茶褐色 万一 584 グ 5 H 茶褐色 貝殻条痕

グー 562 11 8 11 茶褐色 11 - 585 /ノ 5 グ 明茶褐色 貝殻条痕

24 -563 11 9 11 茶栂色 クン状 D 沈線 iι司 グ-586 /ノ 5 グ 明茶褐色 H殻条痕

グー 564 11 9 11 茶褐色 ヲン状。沈線)函 か-587 11 5 グ茶褐色 貝殻条痕

ノ'/ - 565 11 9 11 茶褐色 クシ状沈線 J号 グ-588 11 1 1 グ 淡茶褐色 貝殻条痕

グ-566 11 5 rノ 淡茶褐色 クン状・沈線 グ-589 11 7 が茶褐色 貝殻条痕(底部)

11 - 567 11 7 〆/ 茶褐色
一一一」

2土製品〈第30図， 5 9 0"'5 9 4 ) 

土製品は E層より 5点出土している。
594 

590は12区の出土で場長2.6叫径0.9cm

を測り陪茶褐色を呈する。591は 10区

の出土で、場長3.7cm;径10cmを測りやや白

っtまも茶褐色を呈する。592は10区の出

土で場長 3.9cm，径 1.5cmを測り茶褐

色を呈する0593は 10区の出土で場

長3.9cm，径1.7 cmを測り茶褐色を呈

する。 594は 11区の出土で場長 5.7

1j G q p 

cm，径1.7 cmを測り暗茶褐色を呈する。

4 cm 

l 

以上はし、ずれも石英・長石・角セン石 第 30図土製品実測図

等を含み焼成は良好である。土偶の一部(手・足)かと考えられる。
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5石 h 器

石器には石銭安・石斧(磨製石斧・打製石斧〉・石匙・スクレーパー・磨石・蔽石・凹石・石

錘・異形石器おどがある。

(わ石鎌〈第31臨.o.olr>J.o18)

18点の石鍛が出土している。.o.ol"v.o.o5はE層， .0.06"'-'0.0 9はW層，.0l.or>J.o 17は VI層であ

り，.018は表採である。

石鍛の形状は無茎で二等辺石畿が主体を占るが，等辺鍛(.0.04・.0.0マ・.0.09・.014)とに大

別される。石材には黒曜石・チャート・玉髄・玄武岩などがあり，形態的には平基式(.0.05・

.0.09・.016)と凹基式(.0.0lr>J.o.o 4 ・.o.o6r>J.o.o 8 ・.o l~.o 15 ・.0 17・.0 18)とに分けられとb

凹基式の形状には浅いものと深いものがあり，深いものにはV字状とU字状をなすものがあり，

浅いもの(.0.02へ.{).o4・.0.0マ・.0.08・.018).深いものでV字状のもの(.0.06)，深いもので

U字状のもの(.0.01・.0l.or>J.o 15・.017)とに分類される。側辺の形状は直線をなすものと窪

むものとに分けられ，直線をなすもの(.0.0lr>J.o07・0.09・01.0・.012r>J.o 16)と窪むもの

(.0.08・.011・.017・.018)とがある。

石鍛の破損状況を観察すると， 18点の中で完形品は8点，その他の 12点はいずれかの部分が

破損している。破損部位を観察すると先端部が破損しているもの(.0.02・.0.03・.0.07・013)，

基部片脚が破損しているもの(.0.03・.0.09・.01.0・.014・.015)，基部両脚が破損しているも

の(0.06)，先端と基部の片脚が破損しているもの(.003)，先端と側辺が破損しているもの

(0.02)とが認められる。

石鍬の調整方法はそのほとんどが入念な交互剥離により加工調整されている。石織の欠損し

ているものを徐き，重さ，長さ，厚さについてみると，重さは最大8.6~，最小 o. 25 ~の範

闘におさまり， O. 25 ~から1. 0~の範囲に集中がみられる。長さは最大 8.1 佃，最小1. 6 冊の

範囲内にあり， 2.0叩から 8.0佃までの範囲内にやや集中している。厚さは最大7.5由民最小

8阻までの範囲にあり 31日田から5醐の範囲内に集中がみられる。

これらの石繊の中で.01マ・.018は石鍛と同様に取り破ったが，他の石鍛に比べ形状が一部に

おいて異なってLる部分が観察される。.017は凹基式の形態で，凹基の形状は深く U字状であり

両面の一首~に自然面がみられ，主要剥離面を若干残しており，先端は 7.5 lDlDと厚く，丸く磨か

れているような形状を呈している。.018は凹基式の形態で凹選の形状は浅く U字状であり，側

辺および両脚部の形状は左右対祢でなく，先端部は鋭利でない。

⑨ 磨雛石斧〈第32図. 0 2 4"-' 036 ) 

14点の磨磁石斧が出土しているo完形品は4点，破鍋品は 10点である。023は表層・.024は

撹乱膚，.o25"-'.o26ttI膚， 027~32は R 層， .033"-'.036はVI層である。石材は頁岩・蛇紋

岩・砂岩・ホルンフェルスなどである。
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磨製石斧のほとんどは破損品であるが，その形状{平面形・断面形(縦断面形)}・大きさ

重量・製作痕跡・使用痕跡・破損状況などについて観察すると，平面形は石斧の頭部・胴部・

刃部について形態を観察できる。頭部の形態は，そのふくらみから丸味をもち胴部側辺との境

が不明なもの (023)，そのふくらみから平担で胴部側辺との境が明瞭のもの (024・026・

028・036)，破損のため不明なもの(025・027・029'"'-'035)とに分けられ，胴部の形態

は，胴部上半より胴部下半の幅が大きいもの(023'"'-'026・029'"'-'031・034・036)，胴部

の側辺が平行のもの (028・033)，破損のため不明なもの(029・032)とに分けられる。

ただし，推定可能なものについては，破損のため不明なものより削除した。刃部の形態は，刃

部が丸味をもつもの(024'"'-'026・028・030・036)，刃部中央部が直線的で、両端が丸味を

もつもの (027・032・033・035)，破損のため不明のもの(023・029・031・034)と

に分けられる。断面形は縦断面形で，胴部について形態をみると，胴部が平行のもの (026・

028・033・035)，胴部がわずかにふくらむもの (023・024・027・029""'034・036)

とに分類される。

石斧の大きさ・重量は，完形品4点のみについて観察を行った。長さは10cmより 14cmの範

囲内におさまり，重量は 1159から 2359までの範囲内にみられるO

石斧の製作痕跡・使用痕跡について観察すると，製作痕跡は，全ての石斧において研磨され

ているが擦痕と研磨面が判明するもの(024・028)は2点のみで，擦痕と研磨面とは幅の一

致が観察されるところから製作時の痕跡と考えるのが妥当であろう。しかし，他の石斧は器面

の風化のため観察されなし、。使用痕跡は，刃部の破損がすべての石斧について観察され，刃部

欠損のもの (023・0290 031・034)がみられ，他の石斧は刃こぼれ程度のものより破損状

態の大きいものまで観察され，おそらく使用のため破損したものと考えられる。

石斧の破損状況についてみると， 14点のうち破損品は10点みられいずれかの部分について

破損しているO 刃部が破損しているもの(023・029・031・034)，頭部および胴部が破損

しているもの (025・027・029""'035)とが認められる。

⑧ 打製石斧〈第33図， 03マ""'040・048) 

4点、の打製石斧が出土している。037'"'-'039・048はE層， 0，40はW層である。石材はホル

ンフェルス・頁岩で，これらの石斧は4点とも破損している。破損状況についてみると，頭部

破損のもの(037'"'-'040)，刃部破損のもの(037・039・040)，刃部および頭部欠損のも

の(039・040 048)とが認められる。調整については，そのほとんどが両面周から大小の

剥離により調整し，風化のためか両面ともに磨耗がみられ，割j離痕は鋭さを欠いているものも

みられる。 048は破損品であり，その全貌は判明しないが，その形状より打製石斧の破損品と

考えられる。扇平な石材を用い，両面ともにw.u縁に大小の調整flJ離を施し加工されている。
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④ 石匙〈第31図， 021・022，第33図， 040

8点の石匙が出土している。石材はチャート・ホルンフェルスであり，021・022はともに

横型ρ41は縦型の形状である。021は両面とも剥離がほぼ全面に大きく施され，刃部など周辺

のみに調整剥離が加えられ，つまみ部上端に自然面を残してし、る。刃部は一方が約32昆片方

が約29度の傾きをもっ。022は板状剥片を使用し自然、面をほとんど残し，縁辺や刃部のみの片

方に調整flJ離を加え，つまみの幅が非常に広く，全体的に薄くえぐりの部分は簡単に調整され

ている。041は縦型の形状で，縦長の剥片を用い片面に大きい剥離面を残し，その側縁の一つ

に片面調整剥離を施し刃部を作りだしている。つまみ部の幅は広く，扶りは簡単に調整を行っ

ている。

⑤ スクレーパー〈第33図， 04 2"JO 4 6 ) 

5点のスクレーパーが出土している。石材は頁岩・流紋岩・チャートなどで042・045・

046は町層.044は百層である。

スクレーパーの平面形を観察すると，片面aの一部に自然由a を残した剥片を用いたも

の(042・045・046).ある程度調整された剥片を用いたもの (043・044)とに大別され

るが，それぞれに形状を異にしている。042は属平な石材を用い片面は自然面を残し，片面の

みに調整剥離加工痕がみられ刃部を作りだしている。043は破損品であり，その全貌は判明し

ないカミごく扇平な剥片を素材に用い，片面のみの側縁に調整剥離加工を施し刃部を作ってし、る。

044はチャート製の扇平な剥片を用い，側縁の一部に両面より調整剥離を加え刃部を作り，他

側縁は接断されている。 045は流紋岩製の片面に自然自を残している剥片を用い，その剥片の

一辺の側縁に両面より調整剥離を加え刃部を作り出し他側縁には調整痕はみられない。

046は頁岩製の楕円磯を大きく打ち欠きその一面に自然回を残す素材を用い，片面の縁辺の一

部に調整剥離加工を施し刃部を作り，自然面は磨耗がみられ，磨凶を作りだしている。

第 7表 石器出土一覧表

図版番号 iR・層 石器名 毛主~ 監野 j享さ 重さ(9) 石 材 備 考

o 0 1 10・E 石 鍛 2.7 1.8 0.45 1.4 黒曜石

002 11・E " ( 1.55) 1.5 0.3 (0.55) 黒曜石 凹基式

o 0 3 9. D! " (1.5) (1.1) (0.4) (0.6) 玉 髄 " 
004 12. D! " 1.6 1.15 0.3 0.25 黒曜石 " 
005 10. I " (1.1) 1.0 0.25 (0.2) 黒曜石 平是正式

o 0 6 11. lV " (1.75) (1.1) 0.3 (0.3) 黒曜石 凹基式

007 10・w " (1.0) 2.0 0.3 0.5 黒曜石 " 
o 08 10・w " 2.45 1.8 0.3 1.0 玄武岩 凹基式

00 9 11・R " 1.6 (1.2) 0.4 (0.45) 点曜石 平基式
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図版番号 区・層 石器名 ぞ長官ヂ 官三思 厚さ 重さ(9) 石 材 備 考

010 6・VI 石 鍛 2.25 (1.5) 0.3 (0.6) 黒曜石 凹基式

011 9・VI " 2.1 1.6 0.4 0.5 玄武岩 " 
012 9. VI " 2.5 1.7 0.55 1.55 " " 
013 6・VI " (2.2) 1.7 0.5 ( 1.0) 黒曜石 " 
014 5' VI " 1.6 (1.4) 0.3 (0.45) " " 
015 7' VI " 3.1 (1.8) 0.35 ( 1.45) " " 
016 5' VI " 3.0 2.3 0.6 2.1 " 平基式

017 6・VI " 2.7 2.3 0.75 3.6 チャート 間基式

018 12・表採 " 1.95 1.3 0.33 0.7 玄武岩 " 
019 11・w 異形石器 3.0 1.3 0.5 1.8 黒曜石

020 10・w 異形石器 2.0 1.0 0.3 0.6 玄武岩

021 10・w 石 匙 3.2 3.2 0.95 7.8 チャート 横型

o 2 2 ll' 1V " .5.3 4.8 0.4 13 オマレンフェノ収、 " 
023 7積層 磨製石斧 (10.9) (5.0) (2.5) (166) " 
o 24 13・構幅 " 12，2 5.3 2.6 210 蛇紋岩

o 2 5 10・E " (5.7) 4.6 1.8 (62) オvレンブェバ夕、

026 9' Bl " 13.9 7.9 1.7 233 " 
027 10・w " (4.5) (4.4) (1.3) (29) 頁 岩

o 2 8 12・w " 12.9 4.4 1.9 168 " i千...-I枚岩じ化亙

o 2 9 10・R " 12.8 6.3 (1.4) (131) オマレンワェノlぷ

o 3 0 11・w " (8.7) 6.8 4.1 (338) " 
o 3 1 ll' 1V " (8.6) 5.3 2.9 (156) " 
o 3 2 10・N " (6.7) 5.9 2.7 (148) " 
o 3 3 6・VI " (8.0) 5.7 2.5 (151) " 
o 3 4 7. VI " (6.8) 6.0 2.35 (130) 砂 岩 細粒てある

o 3 5 5' VI " (6.2) (2.4) 1.0 (19) 頁 岩

036 7' VI " 10.2 4.6 1.1 64 " 
o 3 7 10・E下 打磁石斧 (8.7) 4.3 2.2 (76) " 
038 9' m " (11.4) 5.5 1.7 (145) オマレンワェノ以

039 10・E " (5.6) 5.2 1.3 (63) 頁 正ιょ王s 

o 4 0 11・w " (42) 3.7 1.1 (25) " 
041 10・E 石 匙 7.6 3.6 0.8 17 ホルンワェノ問、 縦型

o 4 2 10' m スFレーノもー 9.3 7.8 1.4 109 頁 岩 号法雪子
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図版番号 区・層 石器名 主tI監雪 厚 さ 重さ(9) 石 材 備考

043 10・N ヌグレ-/~ (3.8) 1.5 0.3 (2.25) チャート

o 4 4 11・H " 3:1 2.1 0.6 5.05 チャート

045 5. ¥v " 6.4 6.0 1.1 36 流紋岩

046 12・w " 5.0 3.9 1.2 28 頁 正.... 王4 

047 10.DI下 異形石器 (6.5) (5.3) 1.5 ( 87) ヰvレンヴェパぷ

048 10・E 打製石斧 (9.6) (9.0) 2.0 (146) " 

⑥ 磨石〈第34図.0 49"-'U5 7・第35図.058'"'-'066・第36図.067"-'07:3) 

27点の磨右が出土している。057・072はE層， 056・062・066・074はVI層，他はすべ

て目層である。完形品は 22点，破損品は5点で，石材はすべて砂岩であるO

磨石の形態は平面形および断面形につき観察すると，ほとんど楕円形を基本としている。大

きさは完形品のみで観察してみれば，最大長径 11.9佃，最大短径10.0cm，最小長径6.2cm.最

小短径4.9cmの範囲内におさまり，最大のものは 11.9αnX 9.2cm(071)，最小のものは 6.2

cmx4.9cm(062)である。これらの磨石は，長径6.2cmから 8.2叩，短径4.8cmから 6.0閣

の範囲内におさまるもの，長径9.7cmから 11.9cm，短径7.1αnから 10.0cmの範囲内におさま

る二つのタイプに分類できる。

磨石の重量は完形品のみでみると，最大重量 9599 (071) ，最小重量959(062)の範囲

内におさまり， 1329から 2869の範凶内におさまるものと 5299から 7149の範囲内におさ

まるものとがみられる。大きさ，重量の計測から観察すると大きいタイプ(052"-'056・063・

064.067，，-，071)と小さいタイプ(049"-'051・058"-'062)とに分類される。

磨石の使用痕についてみると風化のため判明しがたL、ものも認められるが，はっきりと研磨面

(磨面)が認められるものが大部分である。研磨面は磨石の両面・両側面などに観祭され，わ

ずかに磨り減った状態のものと稜線が判明するほど磨り減った状態のものとに分けられる。

その他に使用痕として認められるものに敵打痕が観察される。磨石の研磨面の位置についてみ

てみると片面にあるもの(060・072・073)，両面にあるもの(049・050・055"-'059・

061"-'064・066"-'0マ1・0マ4)，両面と片側面にあるもの(051・053・065)，両面と両

側面にあるもの (052・054)とに大別され，両面に研磨面が認められるものが多く観察され

る。特に部分的および全面的に稜線が判明するほど磨り残った状懸のもの(051"-'054)が観

察さ九 065は両面のほか片側面において磨函が認められ二次的な使用料なされたものと考え

られる。その他の使用痕として厳打痕が認められ，その位置について観察すると，両面にある

もの (054・061・069)，片面にあるもの(059・060・068・070)，両面と両側面にあ

るもの (063)，両国と片側面にあるもの (070，片面と両側面にあるもの (074)とが認

められる。このように磨石自体の主目的である機艇は全体的に経る作業であるが，一部に敵く

作業を兼ね備えているものも認められるO

可
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⑦蔽石〈第'57図.075'""088，第'58図.089'""101，第'59図.102'""109，第 40図.110 

"-'117) 

43点の蔽石が出土している。完形品は 29点，破損品は14点である。 076・081・112・11'5

はE層， 096・102・117はVI層，他の磁石は R層の出土で，石材はほとんど砂岩が用いられ

ているが，なかには輝石安山岩もみられるo

厳石の完形品についての形態は，平面形および断面形につき観察すると，ほとんど楕円形を

基本にしているが，平面形の一部がほぼ直線的な形状をなすもの (086)も認められる。その

他に破損品で板石状の礁を素材にしたもの(115・116)もある。大きさは，最大長径12.0αn

最大短径9.65佃，最小長径4.8叩，最小短径3.0cmの範囲内におさまり，最大のものは12.0明

( 106)，最小のものは4.8叩x4.6佃 (076)である。これらの蔽石は，長径8.0叩から，

5.8佃，短径6.8叩から 4.5叩の範囲内におさまるものが多くみられる。

磁石の重量は完形品についてみると，最大重量 820IJ( 112) ，最小重量74IJ (0マ6)の範

囲内におさまり， 74 IJから 2451Jに集中がみられる。

敵石の使用痕には，敵打のため破損したものとみられるものも観察される坑両面や側縁に

蔽打痕がはっきりと観察されるものが大部分である。その他の使用痕として蔽石の両面や側面

に敵打のため凹部を作っているもの，厳石の両面に磨面が4観察されるものが認められる。敵石

の敵打痕の位置についてみると，片面にあるもの(086・115・116).片面と片側面にあるも

の (094・111・11'5・ 117)，片面と両側面にあるもの (095)，両面と片側面にあるもの

(090・097・104・108・109)，両面と両側面にあるもの (076・077・082・083・

088・091・092・096・100'""102・105・106)，両面と両側面と両端にあるもの(075・

078・084・093・098・114).両面と両端にあるもの(089・093・099)，両端にある

もの (086)，両側面にあるもの (080・081・083・102・110・112)，両側面と両端に

あるもの (087)とに分類される。前記の分類に併用するものもあるが，他の使用痕が認めら

れる厳石には，両面や側面に凹部を作っているもの，磨面が観察されるものなども確認される。

その凹部についてみると，片面にあるもの (0マ6・090・095・103・107・11'5・ 115

"-'117) ，両面にあるもの(077・082・084・089・097"-'100・102・104・106・108

) ，片面と両側面にあるもの (076・091・095・096)とに分類される。磨面が観察される

ものについてみると，片面にあるもの (095・099・103・104・111・113).両面にある

もの (079'""081・08'5・ 110)とに分けられる。

これらの蔽石は，両面・両側面に厳打痕が観察され，この蔽打痕は使用されたがための使用

痕であり，蔽く作業によるものと考えられる。その他に厳く作業のために凹部を作りだしたも

のや磨る作業を同時に行ったものと考えるのが妥当であるが，他の石器からの転用も当然考えな

ければならない。
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⑧ 凹石〈第 41図 118"-'126.第 42図 127"-'134.第 43図 135"-'142 ) 

25点の凹石が出土している。135はE層， 131・132はH層，他はすべて W層である。完形

品 20点，破損品5点であり，石材はすべて砂岩である。

凹石の完形品について平面形の形態は.楕円形を主体にするもの(118・120・121・124・

127・128・130・132・136"-'139・140と橋円形を基本としているが，その一部が直線

的になるもの(122・125・126・129・131・133"-'135)とに分けられる。断面形の形態

はほとんど楕円形の形状を呈している。

凹石の大きさは完形品についてみると，最大長径 15.7叩，最大短径 11.0an，最小長径6.2cm，

最小短径4.5叩の範囲内にあり，最大のものは 11.7叩 X 11.0叩 (134) で，最小のものは

6.2 cmx 5.9叩(118)である。長径 6.2cm-8. 0 cm，短径5.1叩-7.1cm，長径 10.7cm-

8.3 cm短径 7.1cm-9. 3叩とのこつの範閤内に集中がみられる。

凹石の重量は完形品についてみると最大重量9499，最小重量 1279 '¥::， 900 9から9509 

までが2点， 670 9から 7559までが 5点， 360 9から 5209までが6点， 120 9から 210

gまでが7点と 4つに分類できる。

凹石の凹部の位置は，片面にあるもの(135・138・139"-'142)，両面にあるもの(118

"-'121・124"-'132・134・136・137)，両面と側面にあるもの(122・133)，両面と両

側面にあるもの(123・127・133)とに分けられる。凹石の凹部の数は 1個のもの(135・

136・138"'-'142)， 21闘のもの 01&-12い 124・125・128"'-'130・132・134・13め

3個のもの(122・131)， 4個のもの (123・126・12マ・ 133) とがある。

四部の形態は，平面形および断面形についてみると，平面形が円形で断面形がV字状に凹む

もの(120)，平面形が円形で断面形がU字状に凹むもの(124)，平面形が円形で断面形が

皿状に凹むもの(118・125・136)，平面形が円形で断面形が不規則に凹むもの(127・

129 )，平面形が橋円形で断面形がV字状に凹むもの(119・142)，平面形が楕円形で断面

形がU字形に凹むもの(137・140)，平面形が橋円形で断面形が皿状に凹むもの(123・

132・138)，平面形が橋円形で不定形に凹むもの(121・122・128・130・134・139・

141 )，平面形が不定形で断面形が不定形に凹むもの(126・131・135)とに分けられる。

凹部の位置とその数については，両面に2個あるものが大部分であり，凹部の形態について

は，浅く凹むもの，深く凹むものとに大別されるo 凹石の使用痕跡についてみると，凹部の使

用痕と側縁などにみられる蔽打痕が認められるが，その他に124・135などにみられるような

磨面が認められるものもある。ほとんどの凹石は凹部に厳打痕が認められ，敵打痕の範閤の小

さいもの，大きいもの，浅いもの，深いものとが観察され， 131のように凹部は浅く凹み敵打

状痕は磨滅しているものも認められる。凹部の使用痕とともに側縁に蔽打痕が認められるもの

がほとんどの凹石にみられ， 119・122・123・129・130・133のようにその側縁に強く厳

打痕が確認されるものもある。その他に118・120・136・137のように全ての側縁に蔽打痕

が確認されるものもある。このような敵打痕跡により推定すれば，凹部を使用した厳打作業の
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ほか側縁'~:使用した敵打作業を行ったものと考えられ，凹部に磨面や敵打痕が認められたこと

から凹部以外の部分で当然，磨る作業・敵く作業が行なわれ，凹部での作業と同時か他の石器

(磨石や敵石など)から転用という過程が考えられる。

⑨ 石鍾(第 44図 143・144) 

2点の石錘が出土している。石材は溶結凝灰岩と砂岩であり， 143はE層， 144は W層であ

る0 143は長楕円形状の自然礁を用い，縦断面は亀甲状を呈し両側に大きく剥離加工痕が認め

られ，横形のものである。 144は楕円礁を用い，片面の側面のみに大きく剥離を加え簡単にえ

ぐり部を作りだしているO この石器は片面中央部には蔽打のため凹部を作り凹石に使ったもの

を石錘に転用したものと考えられる。

⑩ 異形石器〈第 31図 019・020，第33図 04マ〉

8点の異形石器が出土している。019・020は W層， 047はE層の出土である0019ば黒躍石

製で長さ 3.0cm，幅1.3 cmと小形で，柳葉形をしているO 厚手の剥片の両側辺に細かな押圧剥

離調整を施しするどい先端部を成す杭基部の調整は施されずに雑に仕上げられている。

020は長さ 2.0cm，幅1.0 cmと小形で，柳葉形をしている。玄武岩製の剥片を素材とし，両側

縁に両面より調整剥離が認められるO 基部は両側縁ともにわずかな扶りを作り出している。047

は破損品であり全体的な形態は把握されないが，残存している形状は上部の両サイドが外側に

闘いていくように推定され，十字形石器の一部に類似するものと考えられる。

第 8表 石器出土一覧表

図版番号 区・層 石器名 そ長ノS続野 厚 さ 重さ(g) 石 材 備 考

o 4 9 11' lV 磨 石 6.5 4.8 3.25 132 砂 岩

050 10' lV " 7.2 5.6 3 9 210 " 
o 5 1 ll' lV " 6.7 5.5 2.5 173 " 
052 12' lV " 10.8 9.45 4.45 678 " 
053 10・w " 10.7 7.9 4.4 541 " 
054 10・H " 10.2 8.95 4.0 529 " 
055 11' lV " 10.2 7.9 5.8 620 " 
056 11・¥'I " 10.4 10.0 6.1 888 " 
o 57 11' BI " (9.1) (6.5) 4.9 (292) " 
o 5 8 10・w " 7.1 5.9 2.9 179 " 
059 ll' lV " 6.9 6.0 2.75 168 " 
o 60 12' lV " 82 5.8 2.3 166 " 
061 12' lV 1/ 7.2 5.6 2.8 157 " 
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図版番号 区・層 石器名 守主震予 軍曹 厚 さ 重さ(rJ) 石 材 備 考

06 2 6 -VI 磨 石 6.2 4.9 2.25 95 砂 岩

o 6 3 12- IV " 9.7 9.6 4.9 639 " 
o 64 11 -IV " lO.O 8.9 4.4 540 " 
065 10・W " (10.2) (6.3) 4.7 (373) " 
o 6 6 6-VI " (7.4) (5.7) 4.5 (253) " 
o 6 7 11 -lV " 10.0 9.1 6.2 790 " 
o 6 8 12 -lV " 10.0 7.8 5.6 595 " 
069 11. lV " 10.5 9.9 5.0 714 " 
070 11・w " 11.4 9.8 3.6 611 " 
071 12・w " 11.9 9目2 6.1 959 " 
072 9 -I " (12.2) (5.5) 3.9 (441) " 
073 10・w " 10.5 7.1 2.8 286 " 
074 10・VI " (9.7) (8.0) 5.6 (491) " 
075 10・w蔽 石 6.3 5.7 3.7 158 " 
076 10・E " 4β -4.6 2.7 74 " 
077 12 -IV " 6.5 4.9 2.7 116 " 
078 10・w " 7.8 4β 2.3 94 " 
07 9 10・w " (7.5) (42) 3.1 (103) '/ 

o 8 0 7. lV " 6.8 6.1 3.1 175 " 
08 1 9 -Bl " 4.9 (4.0) 4.3 (112) " 
08 2 10・w " 5B 5.1 42 158 " 
08 3 10・w " 6.4 6.3 2.5 157 " 
084 9. lV " 6.2 5.2 2.5 111 " 
085 10・町 " 6.6 (5.0) 3.8 (140) " 
086 12・w " 7.7 3.0 2.5 94 輝石安山岩 俸状

087 12. IV " (6.9) 5.7 2.7 (121) 砂 岩

088 10・w " 6.0 5.2 2.7 117 " 
089 11. lV " 7.4 5.4 3.6 214 " 
090 10・w " 6.6 (3.9) 3.3 (110) '/ 

091 12. lV " 8.0 6.5 2.4 150 " 
092 12- lV " 7.2 5.0 2.2 119 " 
093 12. IV " 6.7 5.5 2.1 103 " 
094 9. IV " 7.3 6.9 3.4 178 " 
o 9 5 11. lV " 6.9 5.3 3.6 179 " 
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図版番号 区・層 石器名 1長官写 軍習 厚 さ 重さ(9) 石 材 備 考

096 11・w敵 石 6.4 5.1 3.8 163 砂 岩

097 10. lV " 6.7 (3.1) 3.7 (97) " 
098 12. lV " 6.8 6.8 3.9 245 " 
099 11・w " 7.9 5.0 3.9 196 " 
100 11. lV " 7.0 4.6 3.0 141 " 
101 11. lV " 6.7 (4.1) 4.0 (203) " 
102 11・VI " 8.0 7.2 5.3 397 " 
103 9. lV " 9.8 9.2 4.6 576 " 
104 11. lV " 8.8 7.9 5.2 482 " 
105 12・w " 10.0 8.65 4.6 568 " 
106 11. lV " 12.0 8.7 4.8 724 " 
107 11. lV " 10.4 9.2 3.8 465 " 
108 12. lV " (8.3) (6.2) 2.5 (191) " 
109 11・w " (9.3) 7.4 3.8 (295) 

" 
110 11. lV " 11.0 9.65 5.2 776 " 
111 10・w " 9.3 (5.6) 5.3 (315) " 
112 12. 1 " 11.0 9.4 6.0 820 " 
113 8・国 " (8.7) (5.9) 3.9 (215) " 
114 12・町 " 7.8 6.0 3.4 205 " 
115 11・w " (16.1) 9.2 4.9 (992) " 
116 11. lV " (11.8) (8.2) (3.1) (494) " 
117 8. VI " (7.8) (5.2) (4.7) (223) " 
118 12. lV 凹 石 6.2 5.9 2.7 136 " 
119 11. lV " (6.6) 6.0 3.4 (169) " 
1 2 0 11. lV " 6.6 5.7 3.7 183 " 
1 2 1 11. lV " 7.1 6.0 2.4 135 " 
122 12・R " 7.4 5.1 3.9 201 " 
123 11. lV " (8.0) 5.8 4.1 (257) " 
124 11. lV " 9.8 8.7 6.15 746 " 
125 12・w " 10.7 8.5 5.1 679 " 
1 2 6 11. lV " 11.9 8邸 4.8 686 " 
127 12. lV " 8.3 7.9 4.8 367 " 
128 10・ w " 9.5 9.2 3.9 513 " 
129 12. lV " 8.7 5.6 3.1 189 " 
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図版番号 区・層 石器名 |私自与 震語F厚 さ 重さげ) 石 材 備 考

130 10・w凹 石 6.7 5.5 2.3 127 砂 岩

131 10・VI " 10.6 7.3 3.8 437 " 
1 3 2 9. VI " 7.5 6.5 5.5 480 " 
133 12. lV " 8.0 4.5 2.8 151 " 
134 10・w " 15.7 11.0 3.7 949 " 
135 12・E " 11.9 9.8 5.5 900 " 
136 12. lV " 9.25 9.3 5.8 708 " 
1 3 7 11・w " 9.7 8.65 6.8 751 " 
1 3 8 11. lV " 9.4 8.6 3.1 368 " 
1 3 9 10・R " 9.2 8.0 5.1 456 " 
14 0 12. lV " 10.25 (8.8) (4.7) (499) " 
1 4 1 10・R " 7.3 7.1 (4.9) (272) " 
142 10・R " (8.8) (7.3) (3.1) (206) " 
143 10・E 石 錘 17.1 11.2 3.9 767 溶結凝灰岩

144 13. lV " 11.6 9.2 (2.3) 354 砂 岩
』園園園圃幽白 '--
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第5章 まとめにかえて

別府(石踊)遺跡は縄文時代全般にわたって遺物が見られる。以下層位，各時代の土器，石

器について少々の概略をのベて問題点を提起しまとめにかえたし、。

①庖位と出土遺物の聞係

「回目四ーーー・

層 位 土 器 石 器

1 耕 作 士

E 黒 色 土

i類 石量産，磨製石斧

土製品 打製石斧，石匙

E 茶 褐 色 土 磨石?蔽 石

凹石!石錘

異形石器

E類
l石鍬，瞳 製石斧

E類
打製石斧，石匙

W 暗茶褐色土 W類
スクレパー，麿石

磁石，凹 石

石錘

000000000000  
0000000000000  
000000000000  

o童福色土 o0 
o -- 0 0 0 

000000 00000  
o 0 0 0 0 0 0 0 0 00 

V類 四 類 石鍛，磨製石斧

土
n類 E類 スクレパ-，膳石

n 灰 褐 色
11類 I類 敵石，凹石

(乳白色)

四黒 禍 色 土

vil 暗茶褐色土

第45図 層位と出土遺物

層位については第 8章において考察し

たのでここでは主に出土遺物との関係に

ついて考えてみたい。 E層中には I類土

器(縄文晩期)に伴い石斧・石鍛・磨石・

石錘等が出土する。叉E層下部には土偶

の一部かと思われる土製品が数点出土す

るo ¥v層は E類土器(曽畑式〉が大部分

であるが，わずかに E類土器(岩崎式)

W類土器(轟式)が出土する。 E類土器

とR類土器の上下関係はあきらかでない

が n類土器はやや上位より出土する。

石器は石斧・石鍛・石匙や，多量の出土

をみた磨石・敵石・凹石等が見られる。

E層と目層は同質で境が明確でとZいが

含まれる軽石の量で判別される。 vl層中

には V類土器(塞ノ;神式)が大部分であ

るが同一レベルでvl類土器・酒類土器・

咽類土器(平格式)・置類土器(吉田式)。

I類土器(石坂式)等の縄文前期土器が

少量ずつ出土する。石器は石鍬・石斧・

スクレーパて・磨石等が見られる。

ここで特筆すべき点は，包含層の W層，

n層の聞に黄褐色の無遺物層(V層)が

存在することである。この層は所謂「ア
14 

カホヤj と呼ばれている層と思われるO この「アカホヤJ層は各所のC測定によりBP約6000

年前後という数値が示されている(註 9)。このことにより目層出土の E類土器・ W層出土の

V類土器の大まかな絶対年代が推察される。これと似たような現象は，最近各地の発堀調査に

おいても確認されつつある(註 10)。
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②土器について

土器は縄文式土器に限られる。縄文式土器は大きく晩期(1類)，中期(n類)，前期(1 

類-x類)に分けられる。層位的に見ると I類はE層 n類-lV類は W層， v類からX類はVI

層に出土する。

I類土器は縄文時代晩期に位置するもので，黒色研磨土器，組織痕文土器等が見られる。黒

色研磨土器にはリボン状突起を有するものもあり，黒川式土器(註11)，あるいは縄文晩期 E

式土器(註 12)といわれるものに比定できるo 類土器において注目すべき点は赤色顔料によ

る彩色土器 (016)と組織痕文土器，特に網目圧痕文土器 (006)の存在である。彩色土器は

珍らしい杭昭和27年の黒川洞窟の調査により当遺跡のものと同時期と考えられる黒色研磨土

器に彩色を施したものが発見されている(註13)0網目圧痕文も蒋目圧痕文に伴い出土して来て

いる。最近の調査例によると，内之浦町炉木遺跡(註14)，志布志町前之段遺跡〈註15)鹿屋

市南町牧ノ原遺跡〈註 16~叉宮崎県でも宮崎市松添貝塚(註 17 )において確認されてし、る。

このような組織痕は縄文時代晩期後半の鉢形土器・椀形土著書の下半分に施されるものであるO

E類土器は縄文時代中期に位置するもので，地文の貝穀条痕をよく残し太い沈線文が施され

ているものである。これらは田代町岩崎遺跡を標準遺跡とする岩崎式土器に比定できる。

E類土器は縄文時代前期に位霞するもので，沈線による縦線文・横線文・斜行線文・曲線文

第 9表 鹿児島県内の曽畑式土器地名表

町 名 遺 跡 名 備 考 市 町 名 遺 跡 名 備 考

口 市 日 勝 山 吹 上 町 黒川洞穴

メリ 町 臼 坂 西之表市 寺 の 門

良 町 稲 荷 間之表市 本 城

園 町 中 野 西之表市 本 立

園 町 本 松 西之表市 田 之 脇

闘 町 赤 子 西之表市 神 山

二ι七コ 町 石 ノ 脇 西之表市 指 辺

志 布志町 片 野
昭和 39年

西之表市 池ノ久保
一部発掘調査

志布志町 野 首 橋 一 部 残 ff 西之表市 城 ノ 浜

吾 平 町 新地ノ上 西之表市 花 里a 崎

吾 平 町 反 t員 原 西之表市 浜 貝塚

頴 娃 町 北 子 牧 西之表市 柳 原 一部破壊

頴 娃 町 よろん谷 中種子町 十 番

知 覧 町 堤 の 原 中種子町 田 島 破壊

知 覧 町 一 ツ 谷 中種子町 中 国一

知 覧 町 下 部 中種子町 千 草 原

金 峰 町 阿多民塚 上屋久町 一湊松山

一 」ー
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四角形文・連続刺突文等の幾何学文が施される。これらは熊本県宇土市曽畑貝塚を標準遺跡と

する曽畑式土器に比定できる。本県における曽畑式土器の出土は第 9表に見られるように県下

全域に分布している。本遺跡の曽畑式土器は文様構成にやや乱れが見られ，曲線交も多様され

ることから大口市日勝山遺跡(註 18)の土器に代表される曽畑 E武土器(註19)に想定され

る。ただ Id類土器には文様構成が不規則で貝穀条痕が顕著に見られる土器がある。特に317

は外面・内面共に只穀条痕が強く施され，文様も複雑で、絵画的な沈線文であるO このような E

d類土器，特に貝穀条痕を有する土器の時期設定が問題になるが，時間差，地域差等との関連

も考え合わせて今後の研究に課したい。

四類土器は縄文時代前期に位置し器面は外面，内面共に強く荒い貝穀条痕で整形されてい

るものであるO 轟式土器に比定出来る。

Y類土器は縄文時代前期に位置するもので，文様構成は撚糸文と沈線文 CVA類)，貝穀文

と沈線文 CVB類)とに大別される。 V類土器は塞ノ神式土器に比定できるが，河口氏により

細分されている(註20)のでそれに習うことにする。 VA類は塞ノ神A式で沈線文と撚糸文を

施すもの(塞ノ神Aa式)と沈線による区画内に撚糸交を施すもの(塞ノ神Ab式)が見られ

るo VB類は塞ノ神B式で沈線による区画内にへラによる条線を施すもの(塞ノ神Bc式〕と

貝穀縁による連続刺突交を施すものや，へラによる格子日沈線文を施すもの(塞ノ神Bd式)

が見られる。塞ノ神式土器は県下全域に広く分布し遺跡数も多L、。志布志町においても，出口

遺跡，東黒土田B遺跡，倉野遺跡，板山遺跡，井手平遺跡，上ノ園遺跡，大迫遺跡，道重遺跡

白木原遺跡(註21)等が知られている。叉，県外においては，宮崎県串同市大平遺跡，宮崎市

柏田貝塚，同跡江貝塚，延岡市大貫貝塚等(註22)が知られているO 熊本県では最近の調査に

より 24ケ所の遺跡が確認されているく註23)。特に 1975年報告の熊本県上益城郡益城町の

「櫛島這跡JC註24)においては相当量の塞ノ神式土器が出土している。叉櫛島遺跡の炉穴か

らのC測定ではBP 9320士185年， BP 9410士125年という測定値が出されているO 以

上のように塞ノ御式土器は縄文時代前期に南九州全域に広範囲な分布を示している。今後，科i

学的な年代測定，層位との関係，地域的な差異の比較検討により明らかにされる必要があろう。

vl類土器は縄文時代前期に位霞すると忠われるO 文様は小さな刻み目を施す細隆起突帯をめ

ぐらすものであるo vl類土器は今までに型式名のついていないものであるが，この種の土器は

塞ノ神式土器，平梼式土器等に伴って出土している。本遺跡の塞ノ神式土器の中にも同様の刻

み目細隆起突帯を類部にめぐらし胴部に撚糸文を施したもの(452・453)が出土している。

このような細隆起突帯の出土している這跡をあげてみると，国分市平椿貝塚(註25)，知覧町，

石坂上遺跡(註26)，粟野町花ノ木遺跡第V地点(註27)，加世田市村原(梼ノl京)遺跡(註

28 )において塞ノ神式土器，平格式土器等と共に出土していも呼称は細隆起線文，細隆起突帯

徴隆突帯と不統ーであるが同ーの文様と忠われる。今後の研究によりこれらの土器については

時期，型式設定の必要があると思われる。

vu類土器は縄文時代前期に位置するものと思われるが，他の前期土器にあてはまらないもの
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であるO 時期は塞ノ神式土器とほぼ同時期と考えられる。

噛類土器は縄文時代前期に位置し貝穀条痕，へラによる沈線で波状，羽状の文様を施すも

のであるo VIIl類土器に類似した土器は最近の調査により類例が増して来ている。本県において

は粟野町花ノ木遺跡第官地点(註29)，溝辺町桑ノ丸遺跡(註30)，溝辺町長ケ原遺跡(註

31)，笠沙町西ノ園遺跡(註32)，西ノ表市下剥峯遺跡(註33)等において確認されてL、る。

叉宮崎県においても宮崎郡田野町において発見され，器形全体が復元されている(註 34人

酒類土器はvl類土器，Vll類土器と同様に型式名のないものである抗今後の調査や資料整備

により時期的な位置づけが待たれるものである。

E類土器は縄文時代前期に位置するもので，貝穀縁による刺突文，押し引き文， クサビ形貼

付文を施すもので吉田式土器に比定できるO

I類土器は縄文時代前期に位置するもので， 口縁部に見事j突文を羽状に施し，胴部には貝穀条

痕文を横位もしくは羽状に施すものである。石坂式土器に比定できる。

以上のように本遺跡においては縄文時代前期より縄文時代晩期まで10類に分けられる土器が

出土してしる。特に縄文時代前期においては， Dl類(曽畑式系統)， v類(塞ノ神式系統)を

中心に多種の土器が出土しており，今後の縄文時代前期の資料整備を待ち再検討する必要があ

ろう。

@石器について

石器は狩猟具，加工具，土堀り具，皮剥ぎ具，調理具などの生活用具のほとんどが検出され

石鍛・石斧(磨製石斧・打裂石斧)・石匙・スクレーパー・磨石・蔽石・凹石・石錘・異形石

器など144点の石器が出土している。その内訳は直層21点明層98点，V[層22点，表採およ

び撹乱J脅8点、である。これらの石器を層別にみると E層は石鍛5点・磨磁石斧2点・打製石斧

4点・石匙 1点・磨石2点・蔽石4点・凹石 1点・石錘1点・異形石器1点。 W層は石鍛4点

磨要員石斧6点・打梨石斧 1点・石匙2点・スクレーパ-4点・磨石20点・敵石36点、・匝巨22

点・石鑑 1点・異形石器2点。百層は石鍬8点・磨製石斧4点・スクレーパー 1)点、・磨石4点

敵石 3点・凹石2点がみられるο 以下石器について留意点を簡単にまとめてみる。

石鍛については，そのほとんどが無茎の二等辺石銀である。石鍬の類に分類した01マ・018

は他の石鍛に比較しその形状に相違がみられる。 018は玄武岩製で全長1.95cm，脚端部側面M

mと小形で先端部は磨滅がみられ丸くなっている。研磨面は観察されず，表採品であるために

時期的に把握できない。福岡県の深原遺跡(註35入同県の大道端遺跡(註36)など九州内で

の出土例が九ケ所知られている異形局部磨磁石鍛(石器〉に形状は非常に類似しているが，小

形である。本遺跡出土のものは異形局部磨製石鍛を実見してないために同様の石器かどうか断

言できなし、。01マ.018は県内での出土例はみられなL、。ともに今後の資料の増加によって検

討を要する資料と考えられる。

磨製石斧・打製石斧については，そのほとんどが破損品である。磨製石斧は短冊型・短冊状
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の扇平な石斧・蛤刃状の石斧などがみられる。打製石斧はすべて破損品のため全貌は把握で、き

ない。

石匙については 3点の出土がみられ横型2点，縦型 1点である。 021はチャート製で横型

022は横型， 04マは縦型であり，ともにホルンフェルスを素材として用いたもので，つまみ部

は簡単に調整が行なわれ幅が広L、。 047は溝辺町の曲迫遺跡(註37)出土の石卸こ類似している。

スクレーパーについては，頁岩・チャート・紋流岩などを素材として用L、，それぞれに形状

を異にしているO スクレーパーより石匙は削除し別項として取りあけ守た。

磨石・敵石・凹石については，本遺跡出土の石器144点、のうち94点の出土がみられる。これ

らの石器とともに数多くの円礁・楕門機・角礁などもみられたが，特に加工の加わってないも

のは除いた。石器のほとんどは砂岩を素材として用い，輝石安山岩もみられる。本遺跡は志布

志町の大河川の一つである前川や海岸まで近距離にあるためか浜石などの素材を用いたものと

考えられる。県内での磨石・敵石・凹石など多量の出土例はみられないが，福岡県の深原遺跡

(註38)においては敵石・磨石とあわせて 76点の出土例が報告されている。西之表市指辺遺跡

(註39)において類似した石器がみられる。

本遺跡出土の磨石・厳石・凹石は磨面・厳打痕・敵打痕により凹むものとに区別したが，こ

れらを機能上から区別することは困難である。

磨石については，基本的に磨面をもヲているもので磨る作業を機能としているものである。

その中には敵打痕を素材の一部に有するものもみられ，磨る作業と敵く作業の機能を果したも

のも観察され，磨る作業を主とし敵く作業をも一部かねたものと考えられる。また敵石からの

転用も推定される。

敵石については，基本的に蔽打痕跡をもっているもので敵く作業を機能としているものであ

る。その中には敵石の一部に敵打のため凹部を有するものや敵石の一部に磨面を有するものと

が観察される。敵石においても蔽く作業を主とし磨る作業を一部かねたものも観察され，磨石

や凹石からの転用も当然考えられるO これらの敵石の中には棒状のものもみられる。 086は長

さ7.7cm，幅 3.0cmの輝石安山岩の棒状の素材を用い両端に敵打痕が観察される。この棒状の

厳石は縄文時代前期の土器とともに出土した加世田市の村原遺跡く註40)，西之表市の指辺遺

跡(註41)，金峰町の阿多貝塚(註42)等に類似した資料がみられる。

凹石については，基本的に厳打痕などにより凹部を作りだしているもので敵石と同様に敵く

作業を機能として凹部を形成している。その中には凹部での蔽く作業を主とし磨る作業をもそ

れ以外でかねたものも観祭される。また凹部以外で‘の敵く作業あるいは磨る作業を行ったもの

も認められる。このように敵打痕や磨面カ親察されることは，凹石が磨石・敵石からの転用と

磨石・敵石が凹石への転用も当然考えられる。また台石としての機能も推定される。

これらの磨石・敵石・凹石は，それぞれの石器の機能からの転用か，それぞれの石器の機能

をかねそなえたものか判別するのは困難であるO

石錘については 2点の出土がみられ，溶結凝灰岩と砂岩とが素寸として用いられている。
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143は E層からの出土であり大型で横形のものである。志布志町の夏井ヶ浜遺跡(註43) に

は数多くの石錘の出土例が知られ，大型タイプに類似している。 144はR層からの出土で，片

面中央部に敵打のため凹部を作り出し，凹石として使用したものを石錘として再利用したもの

であると考えられる。

異形石器については，形状を異にする 8点、の出土がみられる。 019は黒曜石製で先端部の形

状から観察して石槍としての機能が考えられる。 020は玄武岩製で形状は柳葉形を呈し小型で

ある。019・020は福岡県の大道端遺跡(註44)出土の柳葉形石鍛に形状が非常に類似してい

る。 047は破損品のために全貌は判明しないが十字形石器の一部と考えられる。県内において

十字形石器は高尾野町の放光寺遺跡(註 45)，枕崎市の花渡川遺跡(註46)などにみられ，県外

では長崎県の筏遺跡(註47)，長崎市の深堀遺跡(註48)，熊本県の今村上村東遺跡(註49)な

どに出土例が知られる。 019・020・047は本遺跡においては異形石器で取り扱ったが，今後

の資料の増加をまち，検討を要する資料と考える。

註 1 鹿児島県(1971)r土地分類基本調査j国土調査鹿屋志布志

註 2 河口貞徳、・諏訪昭千代・沼勾義明(1971)r山ノ上遺跡発堀報告J鹿児島考古第 6号

註 8 瀬戸口望(1974)r志布志町の縄文遺跡分布J鹿児島考古第9号。

註 4 志布志町町誌編纂委員会(1972)r志布志町誌」上巻

志布志町教育委員会(1976)r志布志町文化財要覧j

註 5 註4に同じ

註 6 註4に同じ

註 7 志布志町教育委員会(1976)r志布志町文化財要覧J

註 8 註4に同じ

註 9 町田洋 (1977)r火山灰は語るJ

註 10 金峰町教育委員会(1978)r阿多貝塚」金峰町埋蔵文化財調査報告書(1)

西之表市教育委員会 (1978)r下剥峯遺跡j西之表市埋蔵文化財発堀調査報告書

註 11 河口貞徳(1952)r泉川洞窟発堀報告Ji1s児島県考古学会紀要第2号

註 12 賀川光夫(1969)r九州・晩期の様相の研究史J新版考古学講座s

註 13 註 11と同じ

註 14 池水寛治・戸時勝洋(1974)r内之浦町炉木造跡JIJE児島考古9号

註 15 瀬戸口望 (1974)f志布志町の縄文遺跡の分布・立地・標高・その他について」鹿児島

考古9号

註 16 鹿児島県教育委員会(1978)r大隅地区埋蔵文化財分布詞査級事長J鹿児島県埋蔵文化財発

掘調査報告書(扮
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註 17 宮崎市教育委員会(1974)i松添貝塚発堀調査報告書j

註 18 木村幹夫(1932)i鹿児島県大口盆地の遺跡」考古学雑誌22-10

寺師見国(1954)i南九州の縄文土器J

註 19 江坂輝弥(1967)i縄文土器九州編・ 6Jr考古学ジャーナル12・14-16J

註 20 河口貞徳(1972)i塞ノ神式土器j鹿把島考古 6号

註 21 註 15・註 20よりヲ|用

註22 註20と同じ

註 23 熊本県教育委員会(1975)i櫛島遺跡j鵡本県文化財調査報告第 18集

註 24 註 23と同じ

註 25 註 20と同じ

註 26 註 20と同じ

註 27 鹿児島県教育委員会(1975)i花ノ木遺跡j鹿児島県埋蔵文化財調査報告書(1)

註 28 加世田市教育委員会(1977)i村原(格ノ原)遺跡j加世田市埋蔵文化財調査報告書

註29 註27に閉じ

註30 鹿児島県教育委員会(1977)i桑ノ丸遺跡j鹿児島県埋蔵文化財調査報告書(7)

註31 鹿児島県教育委員会(1978) i長ヶ原遺跡」鹿児島県埋蔵文化財調査報告書(9)

註 32 鹿児島県教育委員会(1978)i西之園遺跡J鹿児島県埋蔵文化財発堀調査報告書(8)

註 33 西之表市教育委員会 (1978)i下剥峯遺跡j西之表市埋蔵文化財発堀調査報告書

註 34 茂山護(1978)i宮崎郡田野町採集の貝穀条痕交土器j宮崎考古第4号

註 35 福岡県教育委員会 (1978)i深原遺跡J山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告 第 8集

註 36 福岡県教育委員会 (1977)i大道端遺跡、」九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書XN

註 37 鹿児島県教育委員会(1978)i曲迫遺跡J鹿児島県埋蔵文化財発堀調査報告書(10)

註38 註35に同じ

註 39 鹿児島県教育委員会 (1977)i指辺遺跡」鹿児島県埋蔵文化財発堀調査報告書(5)

註 40 註 28に同じ

註 41 註 39に同じ

註42 金峰町教育委員会(1978)i阿多貝塚J金峰町埋蔵文化財調査報告書(1)

註 43 瀬戸口望(1973)i夏井ケ浜採集の遺物についてj鹿児島考古7号

註44 註36に同じ

註 45 施児島県教育委員会(1975)i放光寺遺跡j鹿児島県埋蔵文化財発堀調査報告書(2)

註 46 小林久雄(1967)i九州縄文土器の研究j小林久雄遺稿刊行会編

註 47 百人委員会(1974)i筏遺跡j百人委員会埋蔵文化財報告第4集

註48 長崎大学医学部解剖l学第二教室 (1967)i深堀遺跡J.人類学研究報告 第 1号

註 49 城南町誌より

-98一



あ と が き

別府〈石踊)遺跡の発堀調査報告書もようやく刊行にこぎつけた。発掘調査は7月・ 8月の

猛暑の中で汗を額から流しながら行われた。出土遺物は縄文時代晩期より前期に渡る各時期の

土器・石器がみられた。特に曽畑式土器・塞ノ神式土器の出土量は多く，層位的にも興味をひ

かれるものがある。石器も曽畑式土器に伴い多量の磨石・厳石・凹石などが見られ，縄文時代

前期の石器組成に好資料をもたらしたといえよう。

このように本遺跡においては豊富な資料と成果を得たと同時に，今後に残す問題点も多かっ

たように考える。

最後に本調査にあたって猛暑の中，発掘作業にたずさわっていただいた地元の作業員の方々

をはじめ，発掘調査後の整理作業においては，水洗・詔己・復元作業などの多くの人々の協力を

得た。記して感謝の意を表したし、。

志布志町埋蔵文化財発堀調査報告書

別 府 〈 石 踊 〉 遺 跡

発行日 昭和54年 8月

発行 志布志町教育委員会〒899-71 曽於郡志布志町

印刷所 新生社印刷 鹿児島県鹿屋市札元 1-22-84
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図版 1
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図版 2

①'9.10.11区 ①9. 10. 11区 E層遺物出土状態

⑨14"'18区 トレンチ調査
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図版 8

11区W層集石の検出状態
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図版 4

E層. lV層遺物出土状態



図版 5

刊層遺物出土状態



図版 6

I類土 器



図版 7

006の拡大 007の鉱大 008の拡大

I類土 器
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画面画面画面

図版 8

① I類土器

⑨E届出土土製品
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図版 9

① E類土器

② m a類土器
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図版10

"I~' 

Ja類土器〈表)

Ja類土器(裏)
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図版11

① lIa類土器

② m b類土器
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図版12

霊園

111 b類土器
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図版13

11 b類土器
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図版14

① Ib類土器

② m c類土器
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図版15

表

• c類土器 • 
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DI c類土器
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図版16



図版17

ι1 
(υ Ic類土器

② 11 d類土器
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図版18

表

DI d類土器 裏
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図版19

盛融

表

盛騒

綱圏鴎

m d類土器 裏
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図版20

表

11 d類土器 裏
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図版21

E類土器底部
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表

W類土器 裏
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図版23

VA類土 器
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VA類土 器
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図版25

縄師

VA類土 器
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図版26

VA類土 器
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VA類土 器
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図版28

VA類土 器
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図版29
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図版30

V B類土 器
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V B類土 器
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図版32

羽類土 器
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図版33

VI類土 器
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図版34

① 珊類土 器

⑨ IX. X類土器
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① 石鎌・異形石器

図版36

②石匙

③ 石匙・スクレ ーパー
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図版37

磨製石斧

磨製石斧
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図版38

① 磨製石斧・釘製石斧

② 打製石斧・スクレ ーパ ー ・異形石器
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磨石 I

磨 石 E
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図版40

① 磨石 E

84拡大

② 鼓石 I
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蔽石 E

蔽石 E
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①蔽石町

127拡大

② 凹石 I
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凹石 E

142拡大
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①.石 B 060の拡大
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② 石錘
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